
シラバス(令和５年度) 

 

１ 科目｢ 機械工作 ｣について 

学習の到達目標 

１ 機械工作に関する基礎的な知識と技術を理解する。 

２ 機械のしくみや機械をつくる技術を自然法則と関連付けて考察し， 

科学的，工学的思考力を養う。 

３ 機械工作を機械材料，計測，生産管理を含めて総合技術として学び， 

実際に活用する能力と態度を身につける。 

使用教科書 実教出版 工業 708 ｢機械工作１｣  (実教出版) 

 

２ 評価の観点および評価規準 

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 機械工作について機械材料

の加工性や工作法を踏まえて理

解しているとともに、関連する

技術を身に付けている。 

 機械工作に関する課題を発

見し、技術者として科学的な根

拠に基づき工業技術の進展に対

応し解決する力を身に付けてい

る。 

 工業生産における適切な機

械材料の加工や工作する力の向

上を目指して自ら学び、情報技

術や環境技術を活用した製造に

主体的かつ協働的に取り組む態

度を身に付けている。 

出席状況 

提出物 

平常の学習活動 

問題演習 

平常の学習活動 

問題演習 

平常の学習活動 

 

３ 観点別学習状況の評価の数量化 

評価 内容 判定基準 得点 

A 十分に理解できると判断できるもの ８０％以上 ３ 

B おおむね満足できると判断できるもの ５０～７９％ ２ 

C 努力を要すると判断されるもの ５０％未満 １ 

 

４ 各学期および学年の評価方法  

各学期および学年はシラバスで記載する。また、５段階評価においては以下の通り。 

評価内容 １００点法 ５段階評価 

十分満足できると判断されるもののうちで、特に高い程度のもの ８０～１００ ５ 

十分に満足できると判断されるもの ６５～７９ ４ 

おおむね満足できると判断されるもの ５０～６４ ３ 

努力を要すると判断されるもの ３５～４９ ２ 

努力を要すると判断されるもののうち、特に程度の低いもの ０～３４ １ 

 

 

 

科目名 機械工作 教 科 名 工業(機械システム科)  校長 教頭 教頭 

学 年 １年 単位数 ２単位 作成責任者 新崎 康邦  印 
    



５ 学習計画 

学
期 

月 週 

時
間 

単元名 指導目標 指導項目  指導上の工夫・留意点 

１
学
期 

4 

 

 

 

 

 

 

 

1 

 

 

2 

3 

 

 

 

2 

 

 

2 

2 

 

 

機械工業のあゆみ 

 

 

機械材料とその加工

性 

 

 

 

 

・機械工業のあゆみを理

解するとともに、それ

が社会に及ぼした影響

を振り返る。 

・機械材料には多くの種

類があることを説明

し、更にそれらの性質

を理解させる 

 

 

・いろいろな製品と機械 

 工業 

・機械製品の発達 

・機械製品の製造 

・機械材料のあらまし 

・機械材料に望まれる性

質 

・おもな機械材料 

・材料の機械的性質 

・金属・合金の結晶と塑 

 性変形 

・板書を行う。 

・プリントを効果的に使 

 用する。 

・調べ学習を通して、理 

 解度を深める。 

・工業技術基礎で行って

いる項目を中心に説明

を行い、理解しやすい

ように指導を行う。 

 

 5 

 

 

 

 

 

 

4 

5 

 

6 

7 

 

 

2 

2 

 

2 

2 

 

 

炭素鋼 

 

 

合金鋼 

 

 

・資源が豊富で、精錬が

容易である鉄鋼につい

て理解させる。 

・炭素鋼よりも引張強

さ・硬さ・耐食性・耐

熱性などに優れた合金

鋼について理解させ

る。 

・鉄鋼の製法、 

・炭素鋼の性質と分類 

・炭素鋼の種類、用途、 

 加工性 

・合金鋼の性質と種類 

・構造用合金鋼 

・工具用合金鋼 

・耐食・耐熱用合金鋼 

・板書、図などを活用し

効果的な指導を行う。 

・プリントを効果的に使 

 用する。 

・身近で使用されている

ものを紹介し、理解し

やすいように指導を行

う。 

6 

 

 

 

 

 

8 

9 

 

 

10 

 

2 

2 

 

 

2 

 

鋳 鉄 

 

 

 

非鉄金属材料 

 

・鋳鉄について理解させ 

 る。 

 

 

・非鉄金属材料の種類及

び性質を理解させる。 

・鋳鉄の組織と性質 

・鋳鉄の種類 

・合金鋳鉄 

・鋳鉄の加工性 

・ｱﾙﾐﾆｳﾑとその合金 

・ﾏｸﾞﾈｼｳﾑとその合金 

・銅とその合金 

・ニッケルとその合金 

・亜鉛・鉛・すずとその 

 合金 

・身近にある鋳鉄を使用

した製品を紹介し理解

しやすくする。 

・プリントを効果的に使 

 用する。 

・身近で使用されている

ものを示し、理解しや

すいようにする。 

 7 

 

11

12 

13 

 

2 

2 

2 

 

非金属材料 

 

・非金属材料の種類及び

性質を理解させる。 

・プラスチック 

・セラミックス 

・身近で使用されている

ものを示し、理解しや

すいようにする。 

・プリントを効果的に使 

 用する。 

 

２
学
期 

9 14 

15 

 

 

16 

 

 

17 

2 

2 

 

 

2 

 

 

2 

接着剤 

 

機能性材料 

 

 

複合材料 

 

 

 

鋳 造 

・接着剤の特性を理解さ 

 せる。 

・機能性材料とは何かを 

 理解させ、その特殊な 

 用途を学ぶ。 

・複合材料とは何か、ど

のような特徴があるの

かを理解させ、それら

の用途を学ぶ。 

・鋳造とはどのような加 

 工法であるか、また、 

 どのような製品がある 

 かを理解させる 

・接着剤 

・焼結合金・形状記憶合 

 金 

・非晶質合金・制振合金 

 

・繊維強化プラスチック 

・繊維強化金属 

 

 

・鋳造のあらまし 

・プリントを効果的に使 

 用する。 

・身近で使用されている

ものを示し、理解しや

すいようにする。 

 

 

 

 

・図や鋳造製品を示し、 

 製法や製品の特徴を理 

 解させる 



 10 18 

 

19 

20 

 

21 

2 

 

2 

2 

 

2 

砂型鋳造法 

 

 

 

 

各種の鋳造法 

・砂型鋳造法の特徴、製

品の製造過程を理解さ

せる。 

・溶解炉特徴を理解させ

る。 

 

・様々な鋳造法の特徴を

理解させる。 

・鋳物の設計と鋳造方案 

・模型・鋳型・造型機 

・熔解・鋳込みと処理 

 

 

・精密鋳造法・ 

・ダイカスト法 

・図や鋳造製品を示し、 

 製法や製品の特徴を理 

 解させる 

 

・プリントを効果的に使 

 用する。 

・板書を行い各種鋳造法 

 を理解させる。 

 11 

 

 

22 

 

23 

 

24 

 

2 

 

2 

 

2 

 

鋳造の計画と管理 

 

金属の結合と溶接 

 

ガス溶接とガス切断 

・鋳造の工程と管理につ

いて理解させる。 

・溶接法の原理・熱源、

種類、特徴を理解させ

る。 

・ガス溶接とガス切断の

原理、特徴について理

解させる。 

・鋳造工程と管理 

 

・溶接のあらまし 

 

・ガス溶接とその特徴 

・ガス切断とその特徴 

・教科書を中心に説明す 

 る。 

・プリントを効果的に使 

 用する。 

・図を示し、製法や製品 

 の特徴を理解させる。 

・ガス溶接やガス溶断に 

 用いられる器具等を示 

 し理解させる。 

12 

 

 

 

25 

26 

 

27 

2 

2 

 

2 

アーク溶接とアーク

切断 

 

 

抵抗溶接 

その他の接合法 

・アーク溶接の特徴、原

理やいろいろな溶接法

について理解させる。 

・各種の溶接法について

理解させる。 

・アーク溶接とその特徴 

・アーク溶接の種類 

・アーク溶接棒 

・いろいろなアーク溶接 

・アーク溶に用いられる 

 器具等を示し理解させ 

 る。 

・工業基礎で行っている 

 項目を中心に説明を行 

 い、理解しやすいよう 

 に指導を行う。 

３
学
期 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28 

 

 

 

 

29 

 

 

 

 

30 

2 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

2 

 

溶接の計画と管理 

 

 

 

 

塑性加工のあらまし 

 

鍛 造 

 

 

プレス加工 

 

 

その他の塑性加工 

 

・各金属の溶接性、溶接

部の欠陥について理解

し、実習に生かせるよ

う指導する。 

・様々な溶接姿勢を理解

し実習に生かせるよう

にする。 

・塑性加工の種類や用途

を理 

解させる。 

・鍛造の種類や用途を理

解さ 

せる。 

 

・各種加工方法の用途つ

いて理解させる。 

 

・各種加工方法の用途つ

いて理解させる。 

・溶接性 

・継手の形式と溶接姿勢 

・溶接部の変形と残留応 

 力 

・溶接部の欠陥検査と対 

 策 

・溶解の管理 

・塑性加工のあらまし 

 

・鍛造とその特徴 

・自由鍛造 

・型鍛造 

・プレス加工とその特徴 

・せん断加工、曲げ加工、

深絞り加工 

・転造  ・押出し 

・圧延  ・引抜き 

・溶接を行った材料を見 

 せ、どのような欠陥な 

 のかを示す。 

 

・身近な例を示し説明を 

 行う。 

 

・身近にある製品を示し 

 説明を行う。 

 

・身近にある製品を示し 

 説明を行う。 

 

・身近にある製品を示し 

 説明を行う。 

2 

 

31 

 

32 

 

33 

2 

 

2 

 

2 

 

表面処理のあらまし 

 

金属皮膜処理 

 

化成処理 

 

・各種の表面処理に関す

る知識や技術を理解さ

せる。 

 

 

・化学的な処理について

理解させる。 

・表面処理のあらまし 

 

・電気めっき・溶融めっ 

 き 

 

・陽極酸化・りん酸塩処 

 理 

・プリントを効果的に使 

 用する。 

 

・身近な例を挙げ説明を 

 行う。 

3 34 

 

35 

2 

 

2 

非金属被膜処理 

 

鋼の表面硬化 

 

・非金属被膜処理につい

て理解させる。 

・表面硬化とはどのよう

なものであるかを理解

させる。 

・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾗｲﾆﾝｸﾞ・ｾﾗﾐｯｸｺ 

 ｰﾃｨﾝｸﾞ・塗装・金属印 

 刷 

・炎焼入れ・高周波焼入 

 れ 

・浸炭・窒化 

・プリントを効果的に使 

 用する。 

・身近な例を挙げ説明を 

 行う 

 



シラバス(令和５年度) 

 

 

１ 科目｢ 工業技術基礎 ｣について 

学習の到達目標 

工業に関する基礎技術を自分の手足を動かし，機械や器具を使って作業を行

うことで，多くの科目に分けられている技術およびその科学的根拠を体験によ

って総合的に習得すると共に，機械技術者として望ましい態度や習慣，安全に

対する意識を育てる。 

使用教科書 実教 工業 701 工業技術基礎 

 

２ 評価の観点および評価規準 

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

工業技術について工業のもつ

社会的な意義や役割と人と技術

との関わりを踏まえて理解する

とともに，関連する技術を身に

付けている 

工業技術に関する課題を発見

し，工業に携わる者として科学

的な根拠に基づき工業技術の進

展に対応し解決する力を身に付

けている 

工業技術に関する広い視野を

もつことを目指して自ら学び，

工業の発展に主体的かつ協働的

に取り組む態度をを身に付けて

いる 

振り返りシート 

実技試験 

平常の学習活動 

提出物等 

実習中での行動、発言など 

質疑に対する応答等 

出席状況 

提出物 

平常の学習活動 

学習態度 

自己評価等 

 

３ 観点別学習状況の評価の数量化 

評価 内容 判定基準 得点 

A 十分に理解できると判断できるもの ８０％以上 ３ 

B おおむね満足できると判断できるもの ５０～７９％ ２ 

C 努力を要すると判断されるもの ５０％未満 １ 

 

４ 各学期および学年の評価方法  

各学期および学年はシラバスで記載する。また、５段階評価においては以下の通り。 

評価内容 １００点法 ５段階評価 

十分満足できると判断されるもののうちで、特に高い程度のもの ８０～１００ ５ 

十分に満足できると判断されるもの ６５～７９ ４ 

おおむね満足できると判断されるもの ５０～６４ ３ 

努力を要すると判断されるもの ３５～４９ ２ 

努力を要すると判断されるもののうち、特に程度の低いもの ０～３４ １ 

 

 

科目名 工業技術基礎 教 科 名 工業(機械システム科)  校長 教頭 教頭 

学 年 １年 単位数 ６単位 作成責任者 神谷 啓太   印 

    

     



５ 学習計画 

(1)原動機実習 

週 

時
間 

単元名 指導目標 指導項目  指導上の工夫・留意点 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

 

４ 

 

５ 

 

 

６ 

 

 

７ 

 

 

８ 

４ 

 

 

４ 

 

 

４ 

 

 

４ 

 

４ 

 

 

４ 

 

 

４ 

 

 

４ 

工具の説明 

トルクと工具の使い方 

 

三菱メイキエンジン・ロビ

ンエンジン分解 

 

三菱メイキエンジン・ロビ

ンエンジン洗浄 

 

三菱メイキエンジン・ロビ

ンエンジン組立 

・始動４気筒エンジンの分 

 解 

 

４気筒エンジンの洗浄 

 

 

４気筒エンジンの組立 

 

 

4 気筒エンジンの始動 

・工具の正しい名称を覚え

る 

 

・各部品の動作とその役割 

 

 

・電装部品のより分け 

 

 

・組立順序と始動を理解す

る 

・エンジンの各部の名称を

覚える 

 

・電装部品のより分け 

 

 

・組立順序を理解する 

・締め付けトルクを理解す 

 る 

・バッテリーと連結しエン

ジンを始動させる 

・工具の正しい名称を覚え 

 る 

 

・部品を取り付ける際のト

ルクとその取り付け方法

を理解させる 

・各部品とその役割を理解 

 する 

 

・電装部品を分けその役割 

 を理解する 

・エンジンを始動し、始動

までの過程を学習する。 

 

・エンジン各部の名称とト

ルクについて理解させる 

 

・洗浄してはいけない電装

部品の役割を理解する 

 

・各部品の組立順序と、各

部位にあった締め付けト

ルクを理解する 

・始動するまでの電気の流

れと各部品の動作を理解

する 

・実習中の態度 

・課題の出来具合 

・レポート提出 

・必要に応じて DVD、ビデ

オ等を見せ説明を行う。 

・使用工具の名称テスト 

 

(2)電気保全 

週 
時

間 
学習内容 学習目標 

学習内容（評価の観点

） 

※留意点 

評価方法・指導 補助教材 

1 5 シーケンス制御 

実習 

(有接点リレーによる 

シーケンス制御) 

 

・制御の基礎知識を理

解させる 

 

 

・電気保全作業検定盤

の仕様を理解させる 

 

・ＰＬＣの仕様を理解さ

せる 

 

 

 

・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞｿﾌﾄの操作

方法 

 

 

 

 

 

・ＰＬＣを使った基本回

路を理解させる 

 

 

・電気配線を理解させ

る 

1.制御の方法 

2.接点の違い 

3.ﾘﾚｰｽｲｯﾁの基本操作 

   

1.検定盤の構成理解 

2.検定盤の入出力配線 

１.ＰＬＣとは 

2.端末処理 

3.配線準備 

1.ＧＸＷｏｒｋｓ２の起動と

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの新規作成 

2.ﾗﾍﾞﾙを設定する 

3.ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを作成する 

4.回路を変換する 

5.ﾊﾟｿｺﾝとＰＬＣを接続す

る 

6.ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをＰＬＣに書

き込む 

7.ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをﾓﾆﾀする 

8.ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを保存する 

9.ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを終了する 

1.ｼｰｹﾝｽとﾗﾀﾞｰ図につ

いて 

2.基本回路 

1.電気配線について 

2.トラブルシューティング 

 

・行動観察 

・器具の取り扱い 

・プログラミング実行結果 

・レポート 

・実習指導書 

教科書 

２ 5 

３ 5 

４ 5 

５ 5 

６ 5 

７ 5 

８ 5 



(3)旋盤実習 

週 
時

間 
単元名 指導目標 指導項目  指導上の工夫・留意点 

１ ４ 安全教育 

 

 

工作の基礎 

安全作業について理解さ

せ、実習着、保護具等を身

につけさせる。 

課題(小型ハンマ)の説明 

工作機械(旋盤、のこ盤、ボ

ール盤)やノギスの取扱を

体得させる。 

安全について 

実習着、保護具について 

 

工作機械の操作 

ノギスによる測定 

・当該実習の目的および課

題を理解させる。 

 

・安全指導の徹底 

２ ４ 課題の作製 

 

3 級技能検定課題① ・端面切削 

・センタードリルの使用 

・芯押し台で固定 

・長手方向側面切削 

・安全指導の徹底 

 

３ ４ 課題の作製 

 

3 級技能検定課題② ・端面切削 

・センタードリルの使用 

・芯押し台で固定 

・長手方向側面切削 

・安全指導の徹底 

４ ４ 課題の作製 

 

3 級技能検定課題③ ・段付き加工① 

・長手方向側面切削 

・自動送りの使用 

・目的の形状に加工 

・安全指導の徹底 

５ ４ 課題の作製 

 

3 級技能検定課題④ ・段付き加工③ 

・長手方向側面切削 

・自動送りの使用 

・目的の形状に加工 

・安全指導の徹底 

６ ４ 課題の作製 

 

3 級技能検定課題⑤ ・段付き加工④ 

・刃物台の回転 

・テーパー形状の切削 

・目的の形状に加工 

・安全指導の徹底 

７ ４ 課題の作製 

 

3 級技能検定課題⑥ ・回転速度の調整 

・各部を正確に切削 

・自動送りの選定 

・仕上げ加工 

・安全指導の徹底 

８ ４ 仕上げ 仕上げ ・各部の測定 

・クリヤ吹きつけ 

・安全指導の徹底 

・十分な換気 

 

(4)溶接実習 

週 

時
間 

単元名 指導目標 指導項目 指導上の工夫・留意点 

1 

2 

3 

12 

ガ
ス
溶
接
・
溶
断
及
び
ア
ー
ク
溶
接
の
技
術
習
得 

・安全指導 

・ガス溶接の基本的な取扱い 

・アーク溶接の基本的取扱い 

・移動式ガス溶接装置の知識及び取り扱い技

能の習得 

・材料の性質 

・工作手順 

・金ノコの使い方 

・ヤスリがけ 

・ペーパー仕上げ 

・安全に作業をできること 

 を注意させる 

・安全指導の徹底 

※10名中前半番号 5名はｶﾞ 

 ｽ溶接、後半番号 5名がｱ 

 ｰｸ溶接をして 2週で基礎 

 練習し交代する。 

4 

5 

6 

12 ・集合装置の安全管理と取扱い 

・アーク溶接によるストリンガビードの習得 

・アーク溶接によるウィービングビードの取

得 

・ガス溶接・及びアーク溶接による隅にく溶

接の習得 

・穴あけ 

・スポット溶接、アーク溶

接を使用する 

・スポット溶接 

・安全作業について 

・図面の見方 

・工具の種類や選び方、使 

 い方を丁寧に理解できる 

 ように指導する 

・安全面に注意し作業がで 

 きるように指導する 

 

7 

8 

8 ・ガス溶接・アーク溶接によるパイプ溶接 

・ガス溶断の技術習得 

・ガス溶断によるかいさき加工 

・スポット溶接 

・工作物の曲げ方、穴あけ 

・総仕上げ 

・図面に沿って正確に寸法 

 をとれるように指導する 

・寸法どおりに曲げ加工が 

 できるように指導する 

・安全にスポット溶接を使 

 用できるよう指導 

 

 

 



(5)フライス盤実習 

週 
時
間 

単元名 指導目標 指導項目    指導上の工夫・留意点 

１ ６ 旋盤作業 ・旋盤の取扱説明 

・端面削り 

・センタードリル作業 

１つ１つの部品の寸法を正確に加

工する事を確実に修得させたい。 

・本実習の目的を明確にする。 

・安全教育の徹底 

 

２ ６ 本体の加工 ・外丸削り 

・穴あけ加工 

・タップ作業 

・ダイス作業 

・テーパ削り 

・相対する部品との組み合わせ 

・加工手順 

・主軸の回転数 

・工作機械の使用方法 

・安全教育の徹底 

３ ６ スピンドルの加工 ・ドリル加工 

・ローレット 

・突っ切り加工 

・卓上ボール盤 

・ラジアルボール盤の使用方法 

・ローレット作業の回転数 

・突っ切りバイトの回転数と切り込

み量 

・工作機械の使用方法 

・安全教育の徹底 

４ ６ 
・フライス盤作業 

 

・台 

・フライス盤の取扱説明、 

安全作業 

・横、立てフライス盤の取扱、

上下・左右・早送り 

・フライス盤の安全作業 

 他の工作機械との比較（加工法） 

・工作機械の使用方法 

・安全教育の徹底 

５ ６ ・針ホルダ 

・支柱の製作 

・横、立てフライス盤の取扱、

上下・左右・早送り 

・平面加工 

平フライス、正面フライス、 

エンドミル 

・工作機械の使用方法 

・安全教育の徹底 

６ ６ ・締め付けﾎﾞﾙﾄ製作 ・ラジアルボール盤の取扱、 

ミーリング、スリ割加工 

・ミーリング、スリ割加工寸法、 

  加工方法 

・工作機械の使用方法 

・安全教育の徹底 
７ ６ ・針支持持金具の製作 

８ ６ ・組立て 

(6)電気工事士 

※ １コース（20 名）を６班に分け、上記６つの実習項目を同時並行して実施。 

※ 第１週目は全ローテーション共通のオリエンテーションを実施し、第３４週目、第３５週目は全ローテー 

  ション共通で補習指導や工場整備を実施。 

週 
時

間 
学習内容 学習目標 

学習内容 

（評価の観点 

及び留意点） 

評価方法・指導 補助教材 

1 5 家庭用電源で使用され

る配線等を理解し、電気

工事に関する基礎的な

知識を身に着けていく。 

（目安：第2種電気工事

士実技試験） 

 

・電気工事の基礎知識

を理解させる 

 

・各種工具の正しい使

用方法を理解させる 

 

・配線図の正しい読み

方や効率の良い作

業について理解させ

る。 

・ケーブル及び電線の

基本作業と欠陥事例 

 

 

 

・終端接続における基

本作業と欠陥事例 

・結線の基本作業と欠

陥事例 

 

・埋込連用配線器具の

取り付けと決戦の基

本作業と欠陥事例 

 

・そのほかの基本作業

と欠陥事例 

・まとめ 

1.電極の絶縁被覆の剥

ぎ取り 

2.丸形ケーブルのビニ

ル外装の剥ぎ取り 

3.ケーブルストリッパの

使用方法   

1.心線と接続ねじ 

2.露出方コンセントへの

結線 

 

１.配線用遮断器への結

線 

2.リモコンリレー代用端

子台への結線  

 

1.差し込み型コネクタの

使用  

2.自動点滅器の使用 

 

 

1.器具の個数による使い

分け 

2.接地（アース）につい

て 

1.ゴムブッシュ 

2.ボンド線による金属管

の設置 

 

・行動観察 

・器具の取り扱い 

・プログラミング実行結果 

・レポート 

・実習指導書 

教科書 

２ 5 

３ 5 

４ 5 

５ 5 

６ 5 

７ 5 

８ 5 



シラバス(令和５年度) 

 

１ 科目「工業情報数理」について 

学習の到達目標 

 工業の見方・考え方を働かせて、実践的・体験的な学習活動を行うことな

どを通して、工業の各分野における情報技術の進展への対応や事象の数理処

理に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

使 用 教 科 書 
工業719 精選情報技術基礎 (実教出版) 

パソコン利用技術検定試験 演習問題集 3級 (全国工業高等学校長協会) 

 

２ 評価の観点および評価規準 

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 工業の各分野における情報

技術の進展と情報の意義や役割

及び数理処理の理論を理解する

とともに、関連する技術を身に

付けている。 

 情報化の進展が産業社会に

与える影響に関する課題を発見

し、工業に携わる者として科学

的な根拠に基づき工業技術の進

展に対応し解決する力を身に付

けている。 

 工業の各分野において情報

技術及び情報手段や数理処理を

活用する力の向上を目指して自

ら学び、工業の発展に主体的か

つ協働的に取り組む態度を身に

付けている。 

出席状況 

提出物 

平常の学習活動 

問題演習 

平常の学習活動 

問題演習 

平常の学習活動 

 

３ 観点別学習状況の評価の数量化 

評 価 内     容 判定基準 得 点 

Ａ     十分に理解できると判断されるもの   ８０％以上 ３ 

Ｂ     おおむね満足できると判断されるもの   ５０％～７９％ ２ 

Ｃ     努力を要すると判断されるもの   ５０％未満 １ 

     

４ 各学期及び学年の評価方法 

     各学期及び学年はシラバスで記載する。また、５段階評価においては以下の通り。 

評 価 内 容 １００点法 ５段階評価 

十分満足できると判断されるもののうちで、特に高い程度のもの ８０～１００ ５ 

十分満足できると判断されるもの ６５～７９ ４ 

おおむね満足できると判断されるもの ５０～６４ ３ 

努力を要すると判断されるもの ３５～４９ ２ 

努力を要すると判断されるもののうち、特に程度の低いもの ０～３４ １ 

 

 

 

 

 

 

 

科目名 工業情報数理 教 科 名 工業(機械システム科)  校長 教頭 教頭 

学 年 １年 単位数 ２単位 作成責任者 神谷 啓太  印 
    



 ５ 学習計画 

学
期 

月 週 

時
間 

単元名 指導目標 指導項目 指導上の工夫・留意点 

１

学

期 

４

月 

1 

 

 

3 

6 産業社会と

情報技術 

  

 

コンピュータが様々なものに組み

込まれ工場などの自動化が作業を

効率的に進めていることについて

指導する。 

各種情報機器及びその

基本的な仕組みについ

て指導する。 

産業社会と情報技術につ

いて情報化の進展が産業社

会に及ぼす影響などを踏ま

えて理解するとともに、関連

する技術を身につけさせる。 

５

月 

4 

 

 

 

 

 

7 

8 コンピュー

タシステム 

（ハードウ

ェア） 

 

コンピュータの構成、処理装置

の動作について指導する。 

 

・入出力装置と補助記

憶装置について指導す

る。 

・文字・音・静止画像・

動画像のディジタル化

について指導する。 

・２値で演算や制御を

行う論理回路の基本に

ついて指導する。 

コンピュータの構成、処理装

置の動作について指導する。 

コンピュータシステムにつ

いて情報手段としての活用

を踏まえて理解するととも

に、関連する技術を身に付け

させる。 

６
月
～
９
月 

～ 

9

月 

 8 

 

 

 

17 

6 コンピュー

タシステム 

（ソフトウ

ェア） 

 

コンピュータのオペレーショ

ンシステム及びアプリケーシ

ョンソフトの種類などについ

て指導する。 

 

･基本的な操作につい

て指導する。 

・データ保存や利用に

ついて指導する。 

・ソフトウェアオペレ

ーティングシステムに

ついて指導する。 

コンピュータの動作原理や

構造に着目して、コンピュー

タシステムに関する課題を

見いだすとともに解決策を

考える能力を身につけさせ

る。 

10 

月 

18 

 

 

21 

8 情報ネット

ワーク 

コンピュータネットワークを

利用した各種情報のやり取り

について指導する。 

コンピュータネットワ

ークに必要な通信技術

や技術的な約束事につ

いて指導する。 

ネットワーク機器とネット

ワークの形態について理解

させる。 

11 

月 

22 

 

 

25 

8 プログラ

ミングと工

業に関する

事象の数理

処理 

プログラム言語や問題解決の

手順としてのアルゴリズムや

プログラムの作成の意味につ

いて指導する。 

プログラミングと工

業に関する事象の数理

処理について、関連す

る技術の習得を指導す

る。 

数理処理に関する課題を

見いだすとともに解決策を

考え、科学的な根拠に基づき

結果を検証させていく。 

12

月 

 

 

 

26 

 

 

28 

6 各種データ

の入出力 

BASIC の特徴、基本的なプ

ログラムの作成について指導

する。 

作成したプログラム内

の、分岐処理や繰り返

し処理について指導す

る。 

自身が作成したプログラム

の管理についての知識を習

得させる。 

３

学

期 

１

月 

29 

 

 

 

 

 

31 

6 数理処理 工業で用いられる様々な積算

及びそれに関する基本的な事

象について指導する。 

・面積・体積・質量の

積算について指導す

る。 

・単位と国際単位系

(SI)を含む単位換算に

ついて指導する。 

・誤差や有効数字につ

いて指導する。 

工業事象の計算及びそれに

伴う数値の適切な取り扱い

について理解させる。。 

２

月 

 

３

月 

32 

 

 

 

35 

6 制御プログ

ラミング 

 

制御の概要を踏まえ、各種コン

ピュータ制御の考え方につい

て指導する。 

・センサやアクチュエ

ータなど制御機器につ

いて指導する。 

・コンピュータ制御の

具体的な方法について

指導する。 

各種制御機器の歴史や、身近

な機器を用いて分かりやす

いように理解させる。 

 



シラバス(令和５年度) 

 

１ 科目｢ 製図 ｣について 

学習の到達目標 
１ 製図に関する知識と技術の習得。 

２ 製作図を正しく読み、図面を作成する。 

使用教科書 
工業707 製図 (実教出版) 

基礎製図練習ノート(実教出版) 

 

２ 評価の観点および評価規準 

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

機械製図に関する基礎的・基本

的な知識を理解し、各種機械や部

品の製作に使用される図面などを

正しく読み、作成することができ

る。 

各種機械や部品の製作に使用さ

れる図面などの作成における諸問

題を的確に把握・分析し、考察を

深めるとともに、機械製図に関す

る知識と技術を活用しながら表現

する力を身に付けている。 

各種機械や部品の製作に使用さ

れる図面などを作成することに興

味・関心をもち、機械製図の意義

や役割の理解および諸問題の解決

を目指して、主体的に学習に取り

組もうとしている。 

出席状況 

提出物 

平常の学習活動 

問題演習 

平常の学習活動 

問題演習 

平常の学習活動 

 

３ 観点別学習状況の評価の数量化 

評価 内容 判定基準 得点 

A 十分に理解できると判断できるもの ８０％以上 ３ 

B おおむね満足できると判断できるもの ５０～７９％ ２ 

C 努力を要すると判断されるもの ５０％未満 １ 

 

４ 各学期および学年の評価方法  

各学期および学年はシラバスで記載する。また、５段階評価においては以下の通り。 

評価内容 １００点法 ５段階評価 

十分満足できると判断されるもののうちで、特に高い程度のもの ８０～１００ ５ 

十分に満足できると判断されるもの ６５～７９ ４ 

おおむね満足できると判断されるもの ５０～６４ ３ 

努力を要すると判断されるもの ３５～４９ ２ 

努力を要すると判断されるもののうち、特に程度の低いもの ０～３４ １ 

科目名 製 図 教 科 名 工業(機械システム科)  校長 教頭 教頭 

学 年 １年 単位数 １単位 作成責任者 仲松 博  印 
    



 ５ 学習計画 

 

学

期 

月 週 時

間 
単元名 指導目標 指導項目 指導上の工夫・留意点 

１
学
期 

4 

 

１ 

２ 

３ 

1 

1 

1 

製図の基礎 

 

 

・文字,寸法,線等の描き方 

・三角法を中心に立体図と投影図を

理解させる。 

・製図用具とその使い方 

・立体図から投影図 

 

・製図に関する規格を理解し，それ

に従って図面を描けるようにす

る。 

5 ４ 

５ 

６ 

７ 

1 

1 

1 

1 

製図の基礎 

 

 

・投影図を見て立体図が描けるよう

に理解させる。 

・立体図から投影図の不足線を理解

させる。 

・投影図から立体図 

・不足線の追記 
・正面図、平面図、側面図の意味を

混同しないように教材を工夫する。 

6 ８ 

９ 

10 

1 

1 

1 

製図の基礎 

 
・断面図が描けるように理解させる。 

・立体図から補助投影図が描けるよ

うに理解させる。 

・断面図(片側断面図) 

・補助投影図 
・断面図や補助投影図の定義を正し

く理解させるように教材を工夫す

る。 
7 11 

12 

13 

1 

1 

1 

製図の基礎 

 

 

 

 

・立体の展開図が描けるように理解

させる。 

・立体図から投影図が描けるように   

 理解させる。 
・基礎製図にむけて、これまでの復

習を行い、時間を意識した作図が

出来るようにする。 

・展開図 

・簡単な立体の投影図 
・完成した展開図から正しい立体が

イメージできるように教材を工夫す

る。 

２
学
期 

9 14 

15 

16 

17 

1 

1 

1 

1 

・理解不足の部分を集中的に補うよ

うにする。 

10 18 

19 

20 

21 

1 

1 

1 

1 

平面図 

 

 

 

与えられた課題の平面図がCADで作

図できるようにする。 
・水平、垂直、円の作図 

 

 

・行程ごとに確認しながら進める。 

 

11 22 

23 

24 

1 

1 

1 

正面図の作成 

 

 

・水平，垂直線の描き方やくりぬき，

位置分割，ﾄﾘﾐﾝｸﾞ等の機能を学ぶ。 

 

水平，垂直線，くり抜き，トリミ

ング，複写 

 

 

・間違っていても慌てずに操作させ

る。 

・ﾄﾘﾐﾝｸﾞでは要素の選び方によって

編集が変わってくることに留意す

る。 
12 25 

26 

27 

1 

1 

1 

 

側面図の作成 

上面図の作成 

 

 

 

・線種変更や単体ｵﾌｾｯﾄ，ﾌﾚィﾚｯﾄ等

の機能を学ぶ。 

・クラスの作成や図面の格納，2面投

影を学ぶ。 

・線種変更。単体ｵﾌｾｯﾄ，ﾌｨﾚｯﾄ，

対称移動，図面の格納，側面ｸﾗｽの

作成，入力ｸﾗｽの作成，上面ｸﾗｽの

作成 

 

・ｵﾌｾｯﾄやﾌｨﾚｯﾄ等は線の選択法や手

順が難しいので，特に時間をかけ

て指導する。 

・ｸﾗｽ作成では基準点の設定を忘れず

に行う。 

３
学
期 

1 28 

29 

30 

 

1 

1 

1 

 

ｱｲｿﾒの作成 

 

三角法で描かれた図を投影処理を使

い立体的に表す方法を学ぶ。 

アイソﾒの作成 

投影処理 

・立体的なｲﾒｰｼﾞがつかめない生徒に

対してはﾉｰﾄに作図させてみる。 

 

2 31 

32 

33 

1 

1 

1 

CAD製図 

 
・CADｼｽﾃﾑとは何かを理解する。 

・CADの基本的な機能と作成法を学

ぶ。 

・CADｼｽﾃﾑ 

・CAD ｼｽﾃﾑの機能と利用 

 

・製図の基礎の重要性を理解させる。 

・ 聞きなれない用語が多く出てくる

ので，慎重に進める。 

 

3 34 

35 

 

1 

1 

寸法の編集 

 

・CADにおける寸法線の記入方法を学

ぶ。 

 

・寸法線の変更 

・接頭語，公差値 

・端末記号の種類と大きさ。 

・使い手がわかりやすい寸法線を記

入するように心がける。 

 



シラバス(令和５年度) 

 

 

 

 

 

１ 科目「スキルアップＡ (総合選択)」について 

学習の到達目標 

 製造現場の実例を通して、３次元ＣＡＤによる機械設計から、ＣＡＭによ

る加工シミュレーションやＧコードプログラミング、ＮＣ工作機械による金

属加工までの製品製造に関する一連の流れを理解する。 

使 用 教 科 書 
１．毎時間、ワークシート(学習プリント)を配布。 

２．必要に応じてビデオ・DVD 等視聴覚教材を活用する。 

 

２ 評価の観点および評価規準 

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

ＣＡＤ／ＣＡＭ技術を取り巻

く環境を理解しようとする姿勢

が見え、またそれを積極性をも

って取り組もうとする。 

 ＣＡＤ／ＣＡＭ技術を習得

するうえでの課題を発見し、技

術者として科学的な根拠に基づ

き工業技術の進展に対応し解決

する力を身に付けている。 

ＣＡＤ／ＣＡＭ技術取得の向

上を目指して自ら学び、情報技

術や環境技術を活用した製造に

主体的かつ協働的に取り組む態

度を身に付けている。 

出席状況 

提出物 

平常の学習活動学習態度 

自己評価等 

 

問題演習 

平常の学習活動 

授業での発表 

質疑に対する応答等 

問題演習 

平常の学習活動 

平常の学習活動 

提出物等 

 

３ 観点別学習状況の評価の数量化 

評 価 内     容 判定基準 得 点 

Ａ     十分に理解できると判断されるもの   ８０％以上 ３ 

Ｂ     おおむね満足できると判断されるもの   ５０％～７９％ ２ 

Ｃ     努力を要すると判断されるもの   ５０％未満 １ 

     

４ 各学期及び学年の評価方法 

     各学期及び学年はシラバスで記載する。また、５段階評価においては以下の通り。 

評 価 内 容 １００点法 ５段階評価 

 十分満足できると判断されるもののうちで、特に高い程度のもの ８０～１００ ５ 

 十分満足できると判断されるもの ６５～７９ ４ 

 おおむね満足できると判断されるもの ５０～６４ ３ 

 努力を要すると判断されるもの ３５～４９ ２ 

 努力を要すると判断されるもののうち、特に程度の低いもの ０～３４ １ 

 

 

５ 学習計画 

科目名 
スキルアップＡ 

(総合選択) 
教 科 名 工業(機械システム科) 

 
校長 教頭 教頭 

学 年 ２年 単位数 ２単位 作成責任者 神谷 啓太  印 
    



  

 

学
期 

月 週 
時
間 

単元名 指導目標 指導項目 指導上の工夫・留意点 

１
学
期 

4 

 

１ 

２ 

３ 

４ 

2 

2 

2 

2 

ＣＡＤ／Ｃ

ＡＭ技術の

あらまし 

・製図法にはどのような種類

があり、ＣＡＤソフトには

どのような利点があるか

学習する。 

・ＣＡＭ技術が社会の中でど

のように関わっているか

を学習する。 

・製図の種類 

・ＣＡＤソフトの概要 

・ＣＡＤソフトの利点 

・ＣＡＭソフトの概要 

・ＣＡＭソフトの利点 

・配布するプリントに図

を多く取り入れると同

時に視聴覚教材を活用

する。 

 

・可能な限り、部品を持

って行き、部品の大き

さやイメージが湧くよ

うにする。 

 

5 ５ 

６ 

７ 

８ 

2 

2 

2 

2 

6 ９ 

10 

11 

12 

2 

2 

2 

2 

３Ｄ－ＣＡ

Ｄ ソ フ ト

（ソリッド

ワークス）

の使用法 

・３Ｄ－ＣＡＤソフトの概念

を学習する 

・３Ｄ－ＣＡＤソフトの使用

法を学習する 

・３Ｄ－ＣＡＤソフトの概

要 

・３Ｄ－ＣＡＤソフトの実

際の使用法を学習する 

7 13 

14 

15 

2 

2 

2 

２
学
期 

9 16 

17 

18 

2 

2 

2 

・２Ｄスケッチの作成 ・具体的な形状のスケッチ

の作成法 

10 19 

20 

21 

2 

2 

2 

・３Ｄフィーチヤーの作成 ・具体的な形状のフィーチ

ャーの作成法 

11 22 

23 

24 

2 

2 

2 

・２Ｄ図面の作成 

・３Ｄモデルの２Ｄ図面化① 

・３Ｄモデルの２Ｄ図面化② 

・３Ｄモデルから２Ｄ図面

を作成する方法 

12 25 

26 

27 

2 

2 

2 

・アセンブリによる部品の組

立 

・部品干渉解析機能 

・動作シミュレーション機能 

・アセンブリ機能の基本と

応用 

３
学
期 

1 

 

28 

29 

30 

2 

2 

2 

３Ｄ－ＣＡ

Ｍ ソ フ ト

（ソリッド

ＣＡＭ）の

使用法 

・ＣＡＭソフトを使用したＮ

Ｃデータ作成について学

習する 

・ＣＡＭソフトの使用法 

・ＮＣデータの作成法 

2 31 

32 

33 

2 

2 

2 

3 34 

35 

2 

2 

・ＮＣ工作機械の概要につい

て学習する 

・ＮＣ工作機械の種類 

・ＮＣ工作機械の概要 



シラバス(令和５年度) 

 

１ 科目｢ 機械工作 ｣について 

学習の到達目標 

１ 機械工作に関する基礎的な知識と技術を理解する。 

２ 機械のしくみや機械をつくる技術を自然法則と関連付けて考察し， 

科学的，工学的思考力を養う。 

３ 機械工作を機械材料，計測，生産管理を含めて総合技術として学び， 

実際に活用する能力と態度を身につける。 

使用教科書 工業 709 機械工作 2 (実教出版) 

２ 評価の観点および評価規準 

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 機械工作について機械材料

の加工性や工作法を踏まえて理

解しているとともに、関連する

技術を身に付けている。 

 機械工作に関する課題を発

見し、技術者として科学的な根

拠に基づき工業技術の進展に対

応し解決する力を身に付けてい

る。 

 工業生産における適切な機

械材料の加工や工作する力の向

上を目指して自ら学び、情報技

術や環境技術を活用した製造に

主体的かつ協働的に取り組む態

度を身に付けている。 

出席状況 

提出物 

平常の学習活動 

小テスト 

発問 

発表 

平常の学習活動 

問題演習 

平常の学習活動 

ペーパーテスト 

発表内容における創意工夫等 

 

３ 観点別学習状況の評価の数量化 

評価 内容 判定基準 得点 

A 十分に理解できると判断できるもの ８０％以上 ３ 

B おおむね満足できると判断できるもの ５０～７９％ ２ 

C 努力を要すると判断されるもの ５０％未満 １ 

 

４ 各学期および学年の評価方法  

各学期および学年はシラバスで記載する。また、５段階評価においては以下の通り。 

評価内容 １００点法 ５段階評価 

十分満足できると判断されるもののうちで、特に高い程度のもの ８０～１００ ５ 

十分に満足できると判断されるもの ６５～７９ ４ 

おおむね満足できると判断されるもの ５０～６４ ３ 

努力を要すると判断されるもの ３５～４９ ２ 

努力を要すると判断されるもののうち、特に程度の低いもの ０～３４ １ 

 

 

 

科目名 機械工作 教 科 名 工業(機械システム科)  校長 教頭 教頭 

学 年 ２年 単位数 ２単位 作成責任者 神谷 啓太  印 
    



５ 学習計画 

学
期 

月 週 

時
間 

単元名 指導目標 指導項目 指導上の工夫・留意点 

１

学

期 

4 

 

1 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

3 

2 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

2 

第６章切削加工 

１切削による加工 

 

 

 

 

２フライスによる加工 

 

 

 

３穴あけ 

・切削加工の概要につい

て理解せせる。 

・旋削のしくみ、切削抵

抗について理解させ

る。 

・旋盤の構造について理

解させる。 

・フライス削りのしくみ

について理解させる。 

・フライス盤の構造につ

いて理解させる。 

・穴あけのしくみについ

て理解させる。 

・ねじ切り、座ぐりなど、

穴の二次加工につい

て理解させる。 

 

 

・旋削 

 

 

・旋盤 

・切削加工で加わる力 

・フライス削り 

 

・フライス盤 

 

・ボール盤とドリル 

 

・穴の二次加工 

・プリントを効果的に使 

用する。 

・工業技術基礎で行って

いる項目を中心に説明

を行い、理解しやすい

ように指導を行う。 

・板書、図などを活用し

効果的な指導を行う。 

・身近で使用されている

ものを紹介し、理解し

やすいように指導を行

う。 

 

5 4 

 

 

5 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

 

 

 

7 

2 

 

 

2 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

2 

４その他の切削加工 

 

 

５切削工具 

 

 

 

 

６切削加工の効率化 

・歯切り法および歯切り

盤について理解させ

る。 

・切削工具の種類と特徴

について理解させる。 

・超硬合金工具鋼など硬

質材料工具の性質や

用途を理解させる。 

・切削加工の効率化に

は、切りくずの扱いが

重要であることを理

解させる。 

・工作物の材質や作業条

件などを考慮して、切

削速度を選定するこ

とを理解させる。 

・切削油剤を使用する目

的について理解させ

る。 

・歯切り 

 

 

・工具鋼工具 

 

・硬質材料による工具 

 

 

・切りくず 

 

 

 

・切削速度と送り速度 

 

 

 

・工具の変化と仕上げ面 

 

6 8 

 

 

 

 

 

 

9 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

11 

2 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

2 

第７章砥粒加工 

 １研削加工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２研磨加工 

 

 

 

第８章特殊加工と三次

元造形技術 

  

１特殊加工 

・砥粒加工の概要を理解

させる。 

・研削加工のしくみにつ

いて理解させる。 

・砥石の構成要素および

それぞれの要素の働

きを理解させる。 

・研削抵抗や研削液の働

きについて理解させ

る。 

・砥石の切れ刃の自生作

用について理解させ

る。 

・ホーニングやライニン

グなど、砥粒を使った

仕上げ加工法につい

て理解させる。 

・特殊加工と三次元造形

技術の概要について

理解させる。 

・放電加工のしくみにつ

いて理解させる。 

 

 

・代表的な研削加工法 

 

・砥石 

 

 

・研削条件と加工現象 

 

 

 

 

 

・砥粒を使った仕上げ加

工 

 

 

 

 

 

・放電加工 

・身近で使用されている

ものを紹介し、理解し

やすいようにする。 

・プリントを効果的に使 

用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・身近で使用されている

ものを示し、理解しや

すいようにする。 

・プリントを効果的に使 

用する。 



7 12 

 

 

 

 

13 

 

 

14 

2 

 

 

 

 

2 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 熱的な加工 

・レーザ加工のしくみに

ついて理解させる。 

・電子ビーム加工のしく

みについて理解させ

る。 

・液体ジェット加工、超

音波加工のしくみに

ついて理解させる。 

・リソグラフィーとエッ

チングのしくみにつ

いて理解させる。 

・レーザ加工 

 

・電子ビーム加工 

 

 

・液体ジェット加工 

・超音波加工 

 

・リソグラフィーとエッ

チング 

 

２

学

期 

9 15 

 

 

 

 

16 

 

17 

 

 

 

18 

2 

 

 

 

 

2 

 

2 

 

 

 

2 

第９章表面処理 

  

１めっき 

 

 

 

 

２化成処理と陽極酸化

処理 

・液相めっきおよび気相

めきのしくみについ

て理解させる。 

・いろいろな塗装方法に

ついて理解させる。 

・生産の自動化の概要に

ついて理解させる。 

・化成処理及び陽極酸化

処理について理解さ

せる。。 

・各種処理法の長所や短

所などについて理解

させる。 

・液相めっき 

・気相めっき 

 

・塗装 

 

 

 

・化成処理について 

・陽極酸化処理について 

 

 

 

 

 

 

・身近で使用されている

ものを示し、理解しや

すいようにする。 

・プリントを効果的に使 

用する。 

・教科書を中心に説明す 

る。 

 

10 19 

 

20 

 

 

 

21 

 

 

22 

2 

 

2 

 

 

 

2 

 

 

2 

３いろいろな皮膜処理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各種皮膜処理について

理解させる。 

・溶射の処理法について

理解させる。 

・プラスチック、セラミ

ックコーティングの

相違点を理解させる。 

・各種塗装法について理

解させる。 

・金属印刷の仕組みにつ

いて理解する。 

・皮膜処理の目的と概要 

 

・溶射について 

 

・各種コーティングの概

要 

 

・各種塗装法の概要 

 

・金属印刷の歴史とこれ

から 

 

11 23 

 

 

 

 

 

 

24 

 

 

 

 

 

 

 

 

25 

2 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

４ 鋼の表面硬化 

 

 

 

 

 

 

第 10 章生産計画・管理

と生産の効率化 

  

 

１生産計画の管理 

・鋼の各種表面硬化法に

ついて理解させる。 

・表面焼き入れ方法につ

いて理解させる。 

・浸炭および窒化、ショ

ットピーニングの基

礎について理解する。 

・生産計画とその実施方

法について理解させ

る。 

・生産管理の概要につい

て理解させる。 

・環境に配慮した製品設

計について理解させ

る。 

・いろいろな生産の形態

について理解させる。 

・鋼の各種表面硬化とは 

 

 

・浸炭処理の概要につい

て 

 

 

・企画及び立案の手順 

 

 

・効率のよい生産とは 

 

・環境に配慮した設計 

 

 

・マスプロダクション 

 

 

 

 

 

 

 

・教科書を中心に説明す 

る。 

・身近な例を挙げ説明を 

行う。 

・プリントを効果的に使 

用する。 

 

12 26 

 

 

 

 

27 

 

28 

2 

 

 

 

 

2 

 

2 

２生産を考える管理シ

ステム 

 

・工程管理の目的・方法

について理解させる。 

・品質管理の目的・手法

について理解させる。 

・安全管理について理解

させる。 

・原価管理の目的・方法

について理解させる。 

・工程管理の重要さ 

・安全意識の徹底 

・クオリティコントロー

ルの概念 

 

 

・コストを意識すること

とは 

 

 

 



３

学

期 

1 29 

 

 

 

 

30 

2 

 

 

 

 

2 

３環境と生産システム ・環境に関する国際標準

規格について理解さ

せる。 

・環境に配慮した生産シ

ステムについて理解

させる。 

・将来の技術者として環

境について考える。 

 

・環境に配慮することと

は 

・身近な例を挙げ説明を 

行う。 

・プリントを効果的に使 

用する。 

・教科書を中心に説明す 

る。 

 

2 31 

 

 

 

32 

 

33 

2 

 

 

 

2 

 

2 

４安全と環境管理 

 

・安全管理について理解

する。 

・環境に配慮をした環境

管理 

 

・技術者倫理 

・安全意識の向上と生産

の効率化 

 

・環境保全に対する考え

方 

・これからの技術者に求

められること 

 

3 34 

 

 

35 

2 

 

 

2 

５生産の効率化 ・各種取り付け具・ジグ 

・機械の専用化と自動化 

・実際に使用されている

ジグの例 

・自動生産装置 

・生産装置のこれから 

 

 



シラバス(令和５年度) 

 

 

 

 

 

１ 科目｢ 機械設計 ｣について 

学習の到達目標 
機械設計に関する基礎的な知識と技術を習得させ、機械・器具などを創造的、

合理的に設計する能力と態度を育てる。 

使用教科書 工業 710 機械設計 1 (実教出版) 

 

２ 評価の観点および評価規準 

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

機械設計について機械材料の

加工性や工作法を踏まえて理解

しているとともに、関連する技

術を身に付けている。 

 機械設計に関する課題を発

見し、技術者として科学的な根

拠に基づき工業技術の進展に対

応し解決する力を身に付けてい

る。 

機械設計における適切な機械

材料の選択や設計する力の向上

を目指して自ら学び、情報技術

や環境技術を活用した製造に主

体的かつ協働的に取り組む態度

を身に付けている。 

出席状況 

提出物 

平常の学習活動 

学習態度 

小テスト 

発問 

発表 

平常の学習活動 

問題演習 

平常の学習活動 

ペーパーテスト 

発表内容における創意工夫等 

 

３ 観点別学習状況の評価の数量化 

評価 内容 判定基準 得点 

A 十分に理解できると判断できるもの ８０％以上 ３ 

B おおむね満足できると判断できるもの ５０～７９％ ２ 

C 努力を要すると判断されるもの ５０％未満 １ 

 

４ 各学期および学年の評価方法  

各学期および学年はシラバスで記載する。また、５段階評価においては以下の通り。 

評価内容 １００点法 ５段階評価 

十分満足できると判断されるもののうちで、特に高い程度のもの ８０～１００ ５ 

十分に満足できると判断されるもの ６５～７９ ４ 

おおむね満足できると判断されるもの ５０～６４ ３ 

努力を要すると判断されるもの ３５～４９ ２ 

努力を要すると判断されるもののうち、特に程度の低いもの ０～３４ １ 

 

 

 

 

 

科目名 機械設計 教 科 名 工業(機械システム科)  校長 教頭 教頭 

学 年 ２年 単位数 ２単位 作成責任者 座喜 秀師  印 
    



 ５ 授業計画 

学

期 
月 週 

時

間 
単元名 指導目標 指導項目 指導上の工夫・留意点 

１
学
期 

4 1 

2 

3 

6 第１章 機械

と設計 

１．機械のしく

み                    

 

 

 

 

２．機械要素

と標準化                      

 

３．機械設計 

・機械のしくみや役割を考え

させて、社会における重要

性を認識させる。 

・機械の定義を広い意味か

ら考察させ、こんにちでは広

い意味の機械の定義がより

現実的なものであることを理

解させる。 

・機械のなりたちを構成部

分・機構・機械要素の面から

理解させる。 

・機械の設計は、どのようなこ

とを行い、どのように進めれ

ばよいか、その概要を理解さ

せる。 

機械や器具とは何か、機械設計とは何

をする作業なのか、よい機械の設計をす

る上で心がけなければならないことは何

か、など最も重要な基本的な機械と設計

のあらましが述べられていることを理解

する。 

・機械が現代文明に果たしてきた役割

を考えさせたり、各章の扉に記載の歴

史に残る機械・器具・アイデアを読ま

せて、機械の重要性を認識させる。 

5 4 

5 

6 

7 

8 第２章 機械

に働く力と仕

事 

１．機械に働

く力 

 

 

 

 

２．機械の運

動 

 

 

３．仕事と動

力 

４．摩擦と機

械の効率 

・機械設計で、力や運動・仕

事や動力を扱う意義を考察

させる。 

・力の表しかた、作図や計算

による力の合成・分解、力の

モーメントと偶力の意味、そ

の大きさの計算法、重心の

意味とその求めかたについ

て理解させる。 

・速度と加速度の意味や計

算のしかたを理解させる。 

・運動の三法則を理解させ

る。 

・仕事の表しかた・計算法を

理解させる。 

・機械に働く摩擦の性質に

ついて考察させ、その計算

法を理解させる。 

機械に作用する力や力の働きかたを学

び、機械を設計する基本を身につける。 

・目でとらえがたい「力」を、生徒たちの

身近なものによって具体的に体験させ

る。 

・作図による「力」の合成・分解をじゅん

ぶんに理解させる。 

6 8 

9 

10 

11 

8 第３章 材料

の強さと使い

かた 

１．材料の機

械的性質 

２．引張り・圧

縮を受ける部

材の強さ 

 

３．曲げを受

ける部材の強

さ 

・材料の機械的性質を学ぶ

意義を認識させる。 

 

 

 

・引張りを受ける部材の強さ

を、圧力容器を例に考察さ

せ、その計算法を理解させ

る。 

・車軸や橋げたを例に、機械

や構造物のどの部分が曲げ

を受けるはりといわれる部材

かを考察させる。 

・はりの種類とはりに加わる

荷重の種類について理解さ

せる。 

・はりに作用する力がつり合

う条件を考察させ、支点の反

力の計算法を理解させる。 

機械を設計するさいに必要な材料の特

性や使いかたの基礎的な知識を身につ

ける。 

・機械を構成する部材が、外力に対し

て安全であるためには、材料の機械的

性質を理解していなければならない。 

7 12 

13 

14 

6 ４．せん断・ね

じりを受ける

部材の強さ 

 

 

 

５．部材の破

壊 

 

６．座屈と構

造物 

・せん断を受ける部材の強さ

を、キーを例に考察させ、そ

の計算法を理解させる。 

・ねじりを受ける部材の強さ

を、軸を例に考察させ、その

計算法を理解させる。 

・機械や構造物を構成する

部材の破壊について考察さ

せ、その原因を把握させる。 

・座屈はどのような現象か、

立体駐車場の支柱などを例

に考察させて理解させる。 

 ・せん断は理解しにくいかも知れない

ので、せん断力が働く機械の部材や

せん断加工などを題材にして、「せん

断」を理解させる。 



 

２
学
期 

9 15 

16 

17 

18 

8 第 ４ 章  安

全・環境と設

計 

１ ．安全・安

心と設計 

 

２．環境に配

慮した設計 

 

 

 

 

第５章 ねじ 

１．ねじの種

類と用途 

 

 

 

 

 

・信頼性に配慮した設計に

ついて理解させる。 

・安全性に配慮した設計に

ついて理解させる。 

・利用者に配慮した設計に

ついて理解させる。 

・地球上の資源には、かぎり

があることを理解させる。 

・環境に配慮した設計とし

て、資源再利用の観点より製

品の製造から廃棄までのライ

フサイクルを把握させる。 

・具体例により、ねじの種類

と用途を把握させ、使用目

的に応じたねじの選択がで

きるようにさせる。 

・ねじの山がどのようにつくら

れているかを考察させ、ねじ

の基本について理解させ

る。 

わたしたちの安全で安心な生活を支え

ているのは、信頼性・信頼性設計・安全

性であることを、さまざまな例を示しなが

ら理解させる。また、この地球がわたした

ちやわたしたちの子孫にとっていつまで

も住みよい星であり続けるようにすること

が、わたしたちの責務であることを意識さ

せる。 

 

 

 

 

「ねじ」とはどのようなものか、「ねじ」には

どのようなものがあるか、どのように「ね

じ」を選んだらよいか、「ねじ」はどのよう

に使用するか、といった流れになってお

り、機械の安全・安心の観点から「ねじの

破壊」と「ねじの緩み止め」が重要である

ことを認識させる。 

・機械やシステムの信頼度が高く、安

全であれば、わたしたちは安心して生

活できるという、「信頼性・信頼度」→

「安全」→「安心」のつながりを理解さ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

・「ねじ」は、機能の観点からは「締結

用」と「運動用」に大別される。できるか

ぎり実物を示し、「ねじ」は利用範囲が

広いことを最初に理解させる。 

10 19 

20 

21 

22 

8 ２．ねじの強

さ                                                                                    

３．ねじの太

さとはめあい

長さ 

 

・次のねじの太さの計算法を

理解させる。 

  ①軸方向の荷重を受ける

ねじ 

  ②軸方向の荷重とねじりを

同時に受けるねじ 

  ③せん断荷重を受けるね

じ 

 ・外部から受けるさまざまな荷重に対し

て、破壊することのない安全なねじを

選ぶための強さの考えかたを理解させ

る。 

11 23 

24 

25 

26 

8 ４．ねじを回

すトルクと緩

み止め 

 

 

 

第６章  軸 ・

軸継手 

１．回転軸 

 

・ねじの締付けトルクの計算

法を理解させる。 

・ねじの緩み止めの方法を

理解させ、目的に応じてねじ

の緩み止め対策ができるよう

にさせる。 

・回転軸に関連する機械要

素にどのようなものがあるか

を把握させる。 

・軸の種類と用途を把握させ

る。 

・次の軸の強度計算を理解

させる。 

 ①曲げだけを受ける軸 

 ②ねじりだけを受ける軸 

 ③曲げとねじりを同時に受

ける軸 

 ④伝動軸 

 

 

 

 

 

 

軸は、多くの機械に使われている重要な

機械要素であること、その用途や構造に

いろいろな種類があることを理解させ、

動力伝達のための軸の計算法を知り、

適切な材料・規格寸法が選べるように、

軸継手なども性質をよく知ってよい使い

かたができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

・動力や回転を伝える機械要素である

軸の役目を理解させる。 

・軸の設計は、強さや剛性によって計

算するが、疲労破壊や応力集中にも

注意を払うことを理解させる。 

12 27

28 

29 

6 ２．軸継手 

第７章 軸受                        

１．軸受の種

類 

・軸継手の種類・構造・特徴

を把握させ、目的に応じて適

切な選択ができるようにさせ

る。 

・軸受の役目を把握させ、そ

の種類・構造・特徴を理解さ

せる。 

  

３
学
期 

1 30 

31 

4 ２ ．転がり軸

受 

・転がり軸受の種類・特徴を

把握させ、その選定方法や

潤滑法、取りつけ方法の概

要について理解させる。 

  

2 32 

33 

34 

6 ３．滑り軸受                

４．直動軸受

（リニア軸受） 

・滑り軸受の種類・特徴を把

握させ、その設計計算の進

めかたや潤滑法の概要につ

いて理解させる。 

・直動軸受の種類・特徴を理

解させる。 

 

  

3 35 2 ５．密封装置 ・密封装置の役割や種類・

特徴について理解させ

る。 

  



シラバス(令和５年度) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 科目｢ 実習 ｣について 

学習の到達目標 

工業に関する技術を，機械や器具を使って作業を通して、総合的に技術を習得する。 

実習課題の製作を通して、機械技術者として望ましい態度や習慣，安全に対する意識

を育てる。１年で培った基礎的技術を土台にして、さらなる応用的技術の習得を目指す。 

使用教科書 なし 

 

２ 評価の観点および評価規準 

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

工業技術について工業のもつ社

会的な意義や役割と人と技術との

関わりを踏まえて理解するととも

に，関連する技術を身に付けてい

る 

工業技術に関する課題を発見

し，工業に携わる者として科学的

な根拠に基づき工業技術の進展に

対応し解決する力を身に付けてい

る 

工業技術に関する広い視野をも

つことを目指して自ら学び，工業

の発展に主体的かつ協働的に取り

組む態度をを身に付けている 

振り返りシート 

実技試験 

平常の学習活動 

提出物等 

実習中での行動、発言など 

質疑に対する応答等 

出席状況 

提出物 

平常の学習活動 

学習態度 

自己評価等 

 

３ 観点別学習状況の評価の数量化 

評価 内容 判定基準 得点 

A 十分に理解できると判断できるもの ８０％以上 ３ 

B おおむね満足できると判断できるもの ５０～７９％ ２ 

C 努力を要すると判断されるもの ５０％未満 １ 

 

 

４ 各学期および学年の評価方法  

  各学期および学年はシラバスで記載する。また、５段階評価においては以下の通り。 

評価内容 １００点法 ５段階評価 

十分満足できると判断されるもののうちで、特に高い程度のもの ８０～１００ ５ 

十分に満足できると判断されるもの ６５～７９ ４ 

おおむね満足できると判断されるもの ５０～６４ ３ 

努力を要すると判断されるもの ３５～４９ ２ 

努力を要すると判断されるもののうち、特に程度の低いもの ０～３４ １ 

科目名 実習 教 科 名 工業(機械システム科)  校長 教頭 教頭 

学 年 ２年 単位数 ６単位 作成責任者 新崎 康邦   印 

    

    



５ 学習計画 

 

 (1)NC旋盤実習 

週 
時

間 
単元名 指導目標 指導項目 指導上の工夫・留意点 

１ ６ ＮＣ旋盤概論 ・数値制御工作機械に関する興味、 

 関心を高める。 

・製品が完成するまでの流れ 

・プログラム用語 

・各制御軸（Ｘ、Ｚ） 

・ｱﾌﾞｿﾘｭ-ﾄ指令とｲﾝｸﾘﾒﾝﾀﾙ指令 

・手引書 

・実習ノ－ト 

２ ６ ＮＣ旋盤概論 ・数値制御工作機械に関する理解 

 を深める。 

・機械原点と加工原点 

・切削条件の指令方法 

・よく使う命令(ｺｰﾄﾞ) 

・簡単なプログラム演習 

・手引書 

・実習ノ－ト 

３ ６ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ入力 ・手入力によるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを理解させ 

 る。 

・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

・加工の流れおよび留意点 

・手引書 

４ ６ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ入力 ・手入力によるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを理解させ 

 る。 

・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

・加工の流れおよび留意点 

・手引書 

５ ６ ＣＡＤの学習 ・直線、円、円弧を使った基本的な作

図が出来るようにする。 

・図面の修正、編集方法を理解させる。 

・ＣＡＤソフトの使用方法 

・自分の名前を画面に取込む 

・読込んだ名前の修正。 

・手引書 

６ ６ ＣＡＭの学習 ・ＣＡＭによるプログラムの作成れと

留意点を理解させる。 

・ポケット加工と輪郭加工の相違点に

ついて理解させる。 

・ＣＡＤ、ＣＡＭの切り替え 

・グル－プ化、加工条件、ＮＣデ－タ 

 作成 

・シミュレ－ションによるプログラム 

・手引書 

７ ６ ＮＣ旋盤による

加工 

・ＮＣ旋盤の使用方法を理解させる。 ・三軸(X,Z)の説明と操作 

・原点復帰、加工原点、の説明 

・ワ－クの取付け方、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの取込

み方、運転上の留意点について説明 

・課題の加工開始 

・手引書 

・安全教育の徹底 

８ ６ ＮＣ旋盤による

加工および総括 

・ＮＣ旋盤の起動と運転方法、留 

 意点を理解させる。 

・課題の塗装および表面処理 

・課題の加工および修正 

・表面処理 

・手引書 

・安全教育の徹底 

 

 (2)旋盤実習 

 

 

週 時
間 単元名 指導目標 指導項目   指導上の工夫・留意点 

1 
2 

12 安全教育 
 

・実習を行う上での心構え及び安全に
作業を行うための基本的な事項を
理解させる。 

・旋盤の基本的操作の確認 

・安全指導 
・旋盤の基本的作業 
 

・事故などの実例を挙げ、注意を 
 促す。 
 

3 
4 

12 基本的練習 
 

・旋盤の操作を確認させ、狙いとする
寸法を出せるように練習する。 

・切り込み量や、送り量 
 など目標値になるよう 
 な基本的作業 

・安全に使用する事を中心に指導
する。 

・目標数値になるような手順、感
覚を身につける。 

5 
6 
7 

12 課題作品の製作 
 

・課題作品の内容、図面の確認。 
・手順等確認しながら行う。 

・粗仕上げ、仕上げ工程 
 の確認。 
・回転数や、送り量の切 
 り替えによる表面粗さ 
 の違い。 
・ねじ切りバイトでのね 
 じ切り切削 
・テーパーの部の切削 
・面取り部の切削 

・同一作品を 3 回以上製作するこ
とで、手順の確認、図面内の寸
法に仕上がるように指導する。 

8 6 課題作品の製作 
 

・技能検定3級の課題内容の製作 ・寸法公差内の製作 ・これまでの課題を踏まえ、技能
検定3級の内容を製作させる。 

・寸法公差内に収まるように精度
よく作成させる。 



(3)シーケンス制御(有接点リレーによるシーケンス制御) 

 

 (4)溶接実習 

※ １クラスを４班に分け、上記４つの実習項目を同時並行して実施。 

※ 第１週目は全ローテーション共通のオリエンテーションを実施し、第３４週目、第３５週目は全ローテー 

  ション共通で補習指導や工場整備を実施。 

週 
時

間 
学習内容 学習目標 

学習内容（評価の観点） 

※留意点 
評価方法・指導 補助教材 

1 ６ シーケンス制御 

実習 

(有接点リレーによる 

シーケンス制御) 

 

・制御の基礎知識を理解

させる 

 

 

・電気保全作業検定盤の

仕様を理解させる 

 

・ＰＬＣの仕様を理解させ

る 

 

 

 

・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞｿﾌﾄの操作方

法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ＰＬＣを使った基本回路

を理解させる 

 

 

・電気配線を理解させる 

1.制御の方法 

2.接点の違い 

3.ﾘﾚｰｽｲｯﾁの基本操作 

（関・思・知） 

1.検定盤の構成理解 

2.検定盤の入出力配線 

（思・知） 

１.ＰＬＣとは 

2.端末処理 

3.配線準備 

（関・思） 

1.ＧＸＷｏｒｋｓ２の起動とﾌﾟﾛ

ｼﾞｪｸﾄの新規作成 

2.ﾗﾍﾞﾙを設定する 

3.ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを作成する 

4.回路を変換する 

5.ﾊﾟｿｺﾝとＰＬＣを接続する 

6.ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをＰＬＣに書き

込む 

7.ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをﾓﾆﾀする 

8.ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを保存する 

9.ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを終了する 

（思・技） 

1.ｼｰｹﾝｽとﾗﾀﾞｰ図につい

て 

2.基本回路 

（思・知） 

1.電気配線について 

2.トラブルシューティング 

（思・知・技） 

・行動観察 

・器具の取り扱い 

・プログラミング実行結果 

・レポート 

・実習指導書 

 

２ ６ 

３ ６ 

４ ６ 

５ ６ 

６ ６ 

７ ６ 

８ ６ 

週 
時

間 
単元名 指導目標 指導項目  指導上の工夫・留意点 

１ ６ 安全教育 

溶接の基礎 

課題内容(多目的ﾃｰﾌﾞﾙ)について

説明し、使用する工作機械等の注

意点を確認する。 

ｱｰｸ溶接機の取り扱いが出来るよ

うにする。 

製作時のﾎﾟｲﾝﾄや工作機械等(溶

接機、高速カッター、シャー、グ

ラインダー等)使用に関する安全

教育を徹底する。 

ｱｰｸ溶接 

・当該実習の目的および課題 

 の理解 

・安全指導の徹底 

２ ６ 材料切断および溶接 

 

金属部(構造体)の切断および溶

接 

高速カッター、シャー、グライン

ダー、アーク溶接の取扱い 

・安全指導の徹底 

３ ６ 材料切断および溶接 

 

金属部(構造体)の切断および溶

接 

高速カッター、シャー、グライン

ダー、アーク溶接の取扱い 

 

・安全指導の徹底 

４ ６ 材料切断および溶接 

 

金属部(構造体)の切断および溶

接 

高速カッター、シャー、グライン

ダー、アーク溶接の取扱い 

・安全指導の徹底 

５ ６ 材料切断および溶接 

 

金属部(構造体)の切断および溶

接 

高速カッター、シャー、グライン

ダー、アーク溶接の取扱い 

・安全指導の徹底 

６ ６ 塗装 金属部の塗装 はけ塗り塗装 ・安全指導の徹底 

・喚起の徹底 

７ ６ 天板作製 天板(杉板)の切断および表面処

理 

材木の取扱い ・安全指導の徹底 

８ ６ 仕上げ 構造体とキャスターを組立て、天

板を乗せる 

組立ておよび調整 ・安全指導の徹底 



シラバス(令和５年度) 

 

 

 

 

 

１ 科目「製図」について 

学習の到達目標 

１．製造現場の実例を通し、３次元ＣＡＤ製図による機械設計から、ＣＡＭ 

  技術を用いたＮＣ工作機械による金属加工までの製品製造に関する一連 

  の流れを理解する。 

２．３次元ＣＡＤソフト「ＳｏｌｉｄＷｏｒｋｓ」を使用した３次元モデリ 

  ングの基礎を習得する。 

使 用 教 科 書 

１．工業 707 機械製図 (実教出版) 

２．３次元ＣＡＤの実習書を配布する。 

３．必要に応じてビデオ・DVD 等視聴覚教材を活用する。 

２ 評価の観点および評価規準 

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

ＣＡＤ製図に関する基礎的・

基本的な知識を理解し、各種機

械や部品の製作に使用される図

面などを正しく読み、作成する

ことができる。 

ＣＡＤ製図に使用される図面

などの作成における諸問題を的

確に把握・分析し、考察を深め

るとともに、機械製図に関する

知識と技術を活用しながら表現

する力を身に付けている。 

ＣＡＤ製図に使用される図面

などを作成することに興味・関

心をもち、機械製図の意義や役

割の理解および諸問題の解決を

目指して、主体的に学習に取り

組もうとしている。 

出席状況 

提出物 

平常の学習活動 

問題演習 

平常の学習活動 

問題演習 

平常の学習活動 

 

３ 観点別学習状況の評価の数量化 

評 価 内     容 判定基準 得 点 

Ａ     十分に理解できると判断されるもの   ８０％以上 ３ 

Ｂ     おおむね満足できると判断されるもの   ５０％～７９％ ２ 

Ｃ     努力を要すると判断されるもの   ５０％未満 １ 

     

４ 各学期及び学年の評価方法 

     各学期及び学年はシラバスで記載する。また、５段階評価においては以下の通り。 

評 価 内 容 １００点法 ５段階評価 

 十分満足できると判断されるもののうちで、特に高い程度のもの ８０～１００ ５ 

 十分満足できると判断されるもの ６５～７９ ４ 

 おおむね満足できると判断されるもの ５０～６４ ３ 

 努力を要すると判断されるもの ３５～４９ ２ 

 努力を要すると判断されるもののうち、特に程度の低いもの ０～３４ １ 

 

 

 

 

 ５ 学習計画 

科目名 製図 教 科 名 工業(機械システム科)  校長 教頭 教頭 

学 年 ２年 単位数 １単位 作成責任者 新崎 康邦 印 
    



 

学
期 

月 週 
時
間 

単元名 指導目標 指導項目 指導上の工夫・留意点 

１
学
期 

4 

 

１ 

２ 

３ 

1 

1 

1 

ＣＡＤ製図

のあらまし 

とＣＡＭ技

術について 

・製図法にはどのような種類

があり、ＣＡＤソフトには

どのような利点があるか

学習する。 

・ＣＡＭ技術が社会の中でど

のように関わっているか

を学習する。 

・製図の種類 

・ＣＡＤソフトの概要 

・ＣＡＤソフトの利点 

・ＣＡＭソフトの概要 

・ＣＡＭソフトの利点 

・配布するプリントに図

を多く取り入れると同

時に視聴覚教材を活用

する。 

 

・可能な限り、部品を持

って行き、部品の大き

さやイメージが湧くよ

うにする。 

 

5 ４ 

５ 

６ 

７ 

1 

1 

1 

1 

6 ８ 

９ 

10 

11 

1 

1 

1 

1 

３Ｄ－ＣＡ

Ｄ ソ フ ト

（ソリッド

ワークス）

の使用法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・３Ｄ－ＣＡＤソフトの概念

を学習する 

・３Ｄ－ＣＡＤソフトの使用

法を学習する 

・３Ｄ－ＣＡＤソフトの概

要 

・３Ｄ－ＣＡＤソフトの実

際の使用法を学習する 

7 11 

13 

14 

1 

1 

1 

1

学
期 

9 15 

16 

17 

18 

1 

1 

1 

1 

・1Ｄスケッチの作成 ・具体的な形状のスケッチ

の作成法 

10 19 

10 

11 

11 

1 

1 

1 

1 

・３Ｄフィーチヤーの作成 

 

 

 

・具体的な形状のフィーチ

ャーの作成法 

  

 

 11 13 

14 

15 

16 

1 

1 

1 

1 

11 17 

18 

19 

1 

1 

1 

・1Ｄ図面の作成 

・３Ｄモデルの 1Ｄ図面化① 

・３Ｄモデルの 1Ｄ図面化② 

・３Ｄモデルから 1Ｄ図面を

作成する方法 

３
学
期 

1 30 

31 

31 

1 

1 

1 

・アセンブリによる部品の組  

 立 

・部品干渉解析機能 

・動作シミュレーション機能 

・アセンブリ機能の基本と 

 応用 

1 33 

34 

1 

1 

3 35 1 



シラバス(令和５年度) 

 

 

１ 科目｢ 課題研究 ｣について 

学習の到達目標 

機械工業の発達によって機械類や工業製品が盛んに使われているが、これらを製作

するもとが機械技術であり、機械技術の中核となる機械実習(工業技術基礎、実習およ

び課題研究を含む)を本科では全学年において取り組んでいます。 

自分の手足を動かし、実際に機械や器具を使って作業を行い、多くの科目に分けら

れている技術およびその科学的根拠を体験によって総合的に習得すると共に、機械技

術者として望ましい態度や習慣を身につけることを目標としています。 

使用教科書 なし 

 

 

２ 評価の観点および評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

機械実習に対する関心

を持ち、意欲的に学ぶ姿

勢が見られるか。 

座学等で得た知識を、

実習内容に結びつけて思

考できるか。 

機械、機器の取扱を十

分に理解し、安全・適切

に操作できるか。 

機械実習に関する事項

を理解し、その原理・応

用について理解できる

か。 

平常の学習活動 

平常の学習活動 

平常の学習活動 

平常の学習活動 

課題作品 

平常の学習活動 

課題作品 

平常の学習活動 

 

 

３ 観点別学習状況の評価の数量化 

評価 内容 判定基準 得点 

A 十分に理解できると判断できるもの ８０％以上 ３ 

B おおむね満足できると判断できるもの ５０～７９％ ２ 

C 努力を要すると判断されるもの ５０％未満 １ 

 

 

４ 各学期および学年の評価方法  

各学期および学年はシラバスで記載する。また、５段階評価においては以下の通り。 

評価内容 １００点法 ５段階評価 

十分満足できると判断されるもののうちで、特に高い程度のもの ８０～１００ ５ 

十分に満足できると判断されるもの ６５～７９ ４ 

おおむね満足できると判断されるもの ５０～６４ ３ 

努力を要すると判断されるもの ３５～４９ ２ 

努力を要すると判断されるもののうち、特に程度の低いもの ０～３４ １ 

 

 

 

科目名 課題研究 教 科 名 工業(機械システム科)  校長 教頭 教頭 

学 年 ３年 単位数 ３単位 作成責任者 仲松 博     印 

    

    



５ 学習計画 

 

(1)アイディアロボット製作 

学

期 

月 週 時

間 
単元名 指導目標 指導項目 指導上の工夫・留意点 

１
学
期 

4 

 

1 

2 

3 

9 班分け 

ロボットについ

て 

ロボットについて理解を深める。 ロボット競技の規格、仕様決定お

よび必要部品選定 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等活用 

5 4 

5 

6 

7 

12 部品製作 設計図の製作 

各グループ毎にフレーム、ホイル

の製作を行う。 

各部品の目的理解および各部品の

仕様決定 

機械工作を行うため、安全指導を

徹底する。 

6 8 

9 

10 

11 

12 部品製作 各グループ毎にモータ取り付け

部、ギヤ、回路の製作を行う。 

各部品の目的理解および各部品の

仕様決定 

機械工作を行うため、安全指導を

徹底する。 

7 12 

13 

14 

9 部品製作 各グループ毎にブレードの製作を

行う。 

各部品の目的理解および各部品の

仕様決定 

機械工作を行うため、安全指導を

徹底する。 

２
学
期 

9 15 

16 

17 

18 

12 組立・改良 

 

県大会 

 

製作した部品を組み合わせて完 

成させる。 

試走を行い、動作チェックを行う 

各部を結合させたときに生じる不

具合箇所の改良 

座学で得た知識を実際のセッティ

ングに生かすようにする。 

 

10 19 

20 

21 

22 

12 改良及び軽量化 

 

 

更なる性能向上を目指して改良を

行う。 

 

県大会での反省点を活かしてのロ

ボット改良 
機械工作を行うため、安全指導を

徹底する。 

11 23 

24 

25 

26 

12 改良 更なる性能向上を目指して改良を

行う。 

県大会で得た他校の知識を活用 機械工作を行うため、安全指導を

徹底する。 

12 27 

28 

29 

30 

12 改良 更なる性能向上を目指して改良を

行う。 

県大会で得た他校の知識を活用 機械工作を行うため、安全指導を

徹底する。 

３
学
期 

1 31 

32 

33 

9 発表準備 課題研究発表会に向けての準備を

行う。 

資料整理、デジカメやパワーポイ

ントの活用 

予備知識のない後輩達へ伝えるこ

とを意識した発表を考えて制作す

る。 

2 34 

35 

6 総括 

工場清掃・整備 

使用部品等を整理整頓する。 使用できるものと出来ないものの

仕分けを行う。 

来年度のことを考えた整理整頓を

行う。 

 

(2)エコデンカー製作 

学

期 
月 週 

時

間 
単元名 指導目標 指導項目  指導上の工夫・留意点 

１
学
期 

4 

 

1 

2 

3 

9 班分け 

ｴｺﾃﾞﾝの基礎 

部品の確認 

エコデンカーについて理解を深め、

必要部品の確認を行う。 

製作車の仕様決定および必要部品

選定 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ活用 

5 4 

5 

6 

7 

12 製作 駆動装置、構造体、ステアリング、

制動等、グループに分けて製作を行

う。 

各部品の目的の理解および各部品

の仕様決定 

機械工作を行うため、安全指導を徹

底する。 

6 8 

9 

10 

11 

12 製作 駆動装置、構造体、ステアリング、

制動等、グループに分けて製作を行

う。 

各部品の目的の理解および各部品

の仕様決定 

機械工作を行うため、安全指導を徹

底する。 

7 12 

13 

14 

9 製作 製作した部品を組み合わせて完成さ

せる。 

各部を結合させたときに生じる不

具合の解消 

機械工作を行うため、安全指導を徹

底する。 

２
学
期 

9 15 

16 

17 

18 

12 試走 

 

 

 

試走を行い、不具合を改善する。 試走で発生した箇所の改良 走行時の事故に注意する。 

10 19 

20 

12 性能試験 

 

県大会に向けてペース配分等を考え

ながら、セッティングを行う。 

バッテリやモータの特性 座学で得た知識を実際のセッティン

グに生かすようにする。 



21 

22 

 

県大会 

11 23 

24 

25 

26 

12 改良 更なる記録向上を目指して改良を行

う。 

県大会で得た他校の知識を活用 機械工作を行うため、安全指導を徹

底する。 

12 27 

28 

29 

30 

12 改良 更なる記録向上を目指して改良を行

う。 

県大会で得た他校の知識を活用 機械工作を行うため、安全指導を徹

底する。 

３
学
期 

1 31 

32 

33 

9 発表準備 課題研究発表会に向けての準備を行

う。 

資料整理、デジカメやパワーポイ

ントの活用 

予備知識のない後輩達へ伝えること

を意識した発表を考えて制作する。 

2 34 

35 

6 片付け 使用部品等を整理整頓する。 使用できるものと出来ないものの

仕分けを行う。 

来年度のことを考えた整理整頓を行

う。 

 

(3)スターリングエンジンカー製作 

 

 

 

 

 

 

 

 

学

期 
月 週 

時

間 
単元名 指導目標 指導項目  指導上の工夫・留意点 

１
学
期 

4 

 

１ 

２ 

３ 

9 班分け 

ｽﾀｰﾘﾝｸﾞの基礎 

部品の確認 

スターリングエンジンについて理

解を深め、必要部品の確認を行う。 

仕様決定および必要部品選定 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ活用 

5 ４ 

５ 

６ 

７ 

12 製作 被加熱部分、シャーシー、等重要

部分の製作、その他部品の製作を

グループに分かれて行う。 

各部品の目的の理解および各部

品の仕様決定 

機械工作を行うため、安全指導を徹底

する。 

6 ８ 

９ 

10 

11 

12 製作 製作した部品を組み合わせて完成

させる。 

各部品の目的の理解および各部

品の仕様決定 

機械工作を行うため、安全指導を徹底

する。 

7 12 

13 

14 

9 製作 コースの製作し、試走を行い調整

する。グループに分けて製作を行

う。 

各部を結合させたときに生じる

不具合の解消 

機械工作を行うため、安全指導を徹底

する。 

２
学
期 

9 15 

16 

17 

18 

12 試走 

 

 

 

試走を行い、不具合を改善する。 試走で発生した箇所の改良 機械工作を行うため、安全指導を徹底

する。 

10 19 

20 

21 

22 

12 性能試験 

 

 

県大会 

県大会に向けてペース配分等を考

えながら、セッティングを行う。 

軽量化に関わる技術、熱伝導の

特性 
座学で得た知識を実際のセッティング

に生かすようにする。 

11 23 

24 

25 

26 

12 改良 更なる記録向上を目指して改良を

行う。 

県大会で得た他校の知識を活用 機械工作を行うため、安全指導を徹底

する。 

12 27 

28 

29 

30 

12 改良 更なる記録向上を目指して改良を

行う。 

県大会で得た他校の知識を活用 機械工作を行うため、安全指導を徹底

する。 

３
学
期 

1 31 

32 

33 

 

9 発表準備 課題研究発表会に向けての準備を

行う。 

資料整理、デジカメやパワーポ

イントの活用 

予備知識のない後輩達へ伝えることを

意識した発表を考えて制作する。 

2 34 

35 

6 片付け 使用部品等を整理整頓する。 使用できるものと出来ないもの

の仕分けを行う。 

来年度のことを考えた整理整頓を行

う。 



(4)焼き芋機の製作 

 

 

学

期 
月 週 

時

間 
単元名 指導目標 指導項目  指導上の工夫・留意点 

１
学
期 

4 

 

１ 

２ 

３ 

9 班分け 

焼き芋機につい 

ての理解 

焼き芋機について理解を深め、必

要部品の確認を行う。 

仕様決定および必要部品選定 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ活用 

5 ４ 

５ 

６ 

７ 

12 木の燃焼につい

ての理解 

木の燃焼についての知識を深める

為、小型のウッドガスストーブの

製作を行い、燃焼テストを行う。 

木の燃焼およびウッドガススト

ーブの理解および仕様の確認 

機械工作を行うため、安全指導を徹底

する。 

6 ８ 

９ 

10 

11 

12 作図（CAD） 焼き芋機についてのラフなスケッ

チを行い、CADにてパーツを描いて

いく。 

各パーツのバランスを考え、釜

部、炉部、足の３つについて分

担し図面をおこす。 

どのような材料が必要か、鋼材の規格

を調べる。 

7 12 

13 

14 

9 材料発注 作製するにあたり、材料のカット 

方法について検討。溶接の練習、 

溶断の練習。 

各部を結合させたときのバラン

スの確認及び溶接、溶断につい

ての知識を深める。 

機械工作を行うため、安全指導を徹底

する。 

２
学
期 

9 15 

16 

17 

18 

12 足部の材料カッ

トと組立 

 

CADで描いた寸法で、角パイプをカ

ットする。カットした材料を刈り

止めで組み立てる。 

締めばた、クランプ、水平器を

使い、バランスを確かめながら

仮止め溶接を行う。 

機械工作を行うため、安全指導を徹底

する。 

10 19 

20 

21 

22 

12 釜部と炉部の材

料カット 

 

CADで描いた寸法で、サブロク版の

６mmと４mmの鋼板をプラズマ溶断

機でカットする。 

寸法精度を出すためにも、ケガ

キの重要性の認識と溶断精度を

だすための工夫を指導する。 

機械工作を行うため、安全指導を徹底

する。 

11 23 

24 

25 

26 

12 足、釜、炉、フ

タの各パーツの

組立 

カットした鋼板を水平、垂直に組

み上げる。足と炉のパーツを仮止

め、釜とフタの仮止めしてバラン

スを確認。 

締めばた、クランプ、水平器を

使い、バランスを確かめながら

仮止め溶接を行う。 

機械工作を行うため、安全指導を徹底

する。 

12 27 

28 

29 

30 

12 各部の本溶接と

耐熱塗装 

燃焼テスト実施 

仮止めの後、本溶接を実施。 

耐熱塗装の実施 

燃焼テストによる性能確認 

本溶接の仕上がりを確認し、歪

まないように時間をかけて溶接

を行う。 

機械工作を行うため、安全指導を徹底

する。 

火を使うので怪我や火災対策を図る 

３
学
期 

1 31 

32 

33 

 

9 研究発表 課題研究発表会に向けての準備を

行う。 

資料整理、デジカメやパワーポ

イントの活用 

予備知識のない後輩達へ伝えることを

意識した発表を考えて制作する。 

2 34 

35 

6 片付け 使用部品等を整理整頓する。 使用できるものと出来ないもの

の仕分けを行う。 

来年度のことを考えた整理整頓を行

う。 



シラバス(令和 5 年度) 

 

 

 

 

 

１ 科目｢ 機械設計 ｣について 

学習の到達目標 
機械設計に関する基礎的な知識と技術を習得させ、機械・器具などを創造的、

合理的に設計する能力と態度を育てる。 

使用教科書 工業 318 新機械設計 (実教出版) 

 

２ 評価の観点および評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

機械設計に関する事

象に関心をもち、意欲

的に探求する態度を身

につけようとする。 

機械設計に関する事

象について、論理的に

考えたり、分析したり

して、総合的に判断で

きる。また、その過程

や結果をおよび考えか

たを的確に表現でき

る。 

機械設計に関する事

象について、論理的に

探求する方法、その過

程や結果および考えか

たを身につけている。 

機械設計に関する事

象について、基本的な

概念や基礎的な知識を

理解し、身につけてい

る。 

出席状況 

提出物 

学習態度 

小テスト 

発問・発表 

学習態度 

小テスト 

発問・発表 

学習態度 

定期テスト 

発問・発表 

 

３ 観点別学習状況の評価の数量化 

評価 内容 判定基準 得点 

A 十分に理解できると判断できるもの ８０％以上 ３ 

B おおむね満足できると判断できるもの ５０～７９％ ２ 

C 努力を要すると判断されるもの ５０％未満 １ 

 

４ 各学期および学年の評価方法  

各学期および学年はシラバスで記載する。また、５段階評価においては以下の通り。 

評価内容 １００点法 ５段階評価 

十分満足できると判断されるもののうちで、特に高い程度のもの ８０～１００ ５ 

十分に満足できると判断されるもの ６５～７９ ４ 

おおむね満足できると判断されるもの ５０～６４ ３ 

努力を要すると判断されるもの ３５～４９ ２ 

努力を要すると判断されるもののうち、特に程度の低いもの ０～３４ １ 

 

 

 

 

科目名 機械設計 教 科 名 工業(機械システム科)  校長 教頭 教頭 

学 年 ３年 単位数 ２単位 作成責任者 仲松 博  印 
    



 ５ 授業計画 

学

期 
月 週 

時

間 
単元名 指導目標 指導項目 指導上の工夫・留意点 

１
学
期 

4 1 

2 

3 

6 第８章 歯車 

１．歯形 

 

２．インボリュ

ート平歯車 

 

 

３．平歯車の

設計 

・回転運動を伝達する方法と

それぞれの特徴について 

理解させる。 

・歯車の歯形にインボリュー

ト曲線が使われる理由やど

のような曲線かを把握させ

る。 

・平歯車の設計は、歯が根

元から折れないように、また

歯面が永久変形しないよう

に、歯の曲げ強さと歯面強さ

の両面から検討することを理

解させ、設計の進めかたを

修得させる。 

歯車は、与えられた速度伝達比で摩擦

車のように滑らかに回転を伝える機械要

素である。いろいろな回転速度が得られ

る電動機が発達し、広く用いられるように

なってきても、大きな動力が伝達でき、

安価でコンパクトにできるなどの特長をも

つ歯車は、これからも重要な機械要素の

役目を担っていく。 

・歯車による回転の伝達には、「回転

角を性格に伝える目的」と「動力を伝

達する目的」がある。よって、歯の強さ

から歯車を設計するなど、動力伝達用

の歯車を扱っている。 

5 4 

5 

6 

7 

8 ４．歯車伝動

装置 

 

第９章 ベル

ト・チェーン 

１．Vベルト伝

動 

 

 

２．歯付ベル

ト伝動装置 

 

 

３．チェーン

伝動             

・歯車列や歯車伝動装置は

どのようなものか、その役目

は何かを考察させる。 

・ベルト伝動の種類・特徴を

把握させる。 

・Ｖベルト伝動装置の設計法

を理解させる。設計にあたっ

ては、関連する JIS 規格を積

極的に活用させる。 

・歯付ベルト伝動装置の設

計法を理解させる。設計にあ

たっては、関連するＪＩＳ規格

を積極的に活用させる。 

・チェーン伝動の特徴を把握

させる。 

・ローラチェーン・スプロケット

の構造、およびその使用法

を把握させる。 

 

 

 

２軸間の距離が長い場合の電動にはベ

ルトが用いられる。ここでは、一般用工業

ベルトとして広く用いられている細幅Ｖベ

ルトと歯付ベルトの特徴を理解し、これら

のベルトをどのように選択し、どのように

使うかを学ぶ。 

 

 

 

・標準Ｖベルトに比べて、細幅ベルトや

歯付ベルトが広く使われている理由を

理解させる。 

6 8 

9 

10 

11 

8 ４．機械式無

段変速装置 

 

第１０章 クラ

ッチ・ブレー

キ 

１．クラッチ 

・機械式無段変速装置の構

造および特徴について把握

させる。 

・クラッチの役割を理解させ

る。 

・クラッチの種類・特徴・構

造・用途を把握させる。 

 

 

 

原動軸の回転や動力を摩擦によって従

動軸に伝達したり遮断したりする機械要

素が摩擦クラッチであり、機械の運動部

分を摩擦によって減速したり停止したり

する機械要素が摩擦ブレーキである。い

ずれも運動エネルギーを摩擦によって

熱エネルギーに変え、最終的に熱拡散

する。このような摩擦クラッチ・ブレーキの

原理と機能を理解し特徴を学ぶ。 

 

 

 

・クラッチの動作方式を理解させる。 

・摩擦クラッチは、摩擦力を応用してい

るので、第２章の滑り摩擦と関連させな

がら、摩擦力の大きさや向きを考えさ

れる。 

7 12 

13 

14 

6 ２．ブレーキ 

 

 

 

第１１章 リン

ク・カム 

１．リンク機構 

・ブレーキの役割を理解させ

る。 

・ブレーキの種類・特徴・構

造・用途を把握させる。 

・リンク機構の動きを考察さ

せる。 

・リンク機構の種類・特徴・構

造・使用例を把握させる。 

 

 

 

 

リンク機構・カム機構・間欠運動機構は、

どのようなしくみでどのような運動をする

のかを学ぶ。さらに、リンク機構では、リ

ンクの組み合わせを変えることによって

運動形態が変わることを学習する。 

 

 

 

 

・原動機の基本的な運動は、回転運

動か直線運動であるが、機械によって

は運動のしくみを変えたり、不等速運

動をさせたい場合があることを理解さ

せる。 

２
学
期 

9 15 

16 

17 

18 

8 ２．カム機構 

 

 

 

３．間欠運動

機構 

 

第１２章 ば

ね 

１．ばね 

・カム機構の役割を理解させ

る。 

・カムの種類・特徴を把握さ

せる。 

・間欠運動機構の動きを考

察させ、その役割を理解させ

る。 

・ばねの役目・種類・用途を

把握させる。 

・ばねの性質をこわさとたく

わえられるエネルギーから考

察させる。 

 

 

 

 

 

 

 

ばねの種類や用途について、身近にあ

るものを調べ、ばねについての知識をも

つようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

・空気や油を使ったもの、自動車のシ

ャーシのようなものも広い意味のばね

と考えられることを理解させる。 



 

10 19 

20 

21 

22 

8 ２ ．振動・防

振・緩衝 

 

 

 

 

第１３章 管

路 

１．管路 

・振動はどのような現象かを

考察させる。 

・防振・緩衝の目的を理解さ

せ、防振・緩衝装置の種類・

構造・特徴・用途を把握させ

る。 

・管路の役目と管路の構成

要素を把握させる。 

・管・管継手・バルブの種類

と用途を把握させる。 

 

 

 

 

 

 

管は、用途によって製造法が違い、肉厚

が同じでも数種のものが規格化されてい

る。管の選定は、流体の圧力・流量・流

速・温度・運動条件、施工条件などによ

って異なるが、ここでは、JIS に規定する

スケジュール番号によって管の寸法を選

定する方法について学ぶ。 

 

 

 

 

 

 

・鋼管は用途によって製造法が違い、

同じ直径の管でも肉厚がいくつか規格

化されていることを認識させる。 

11 23 

24 

25 

26 

8 ２．管路の設

計 

 

第１４章 機

械の設計と精

度 

１．寸法公差 

２．幾何公差 

・管路の設計の留意事項を

把握させ、管の寸法の計算

法を理解させる。 

・寸法の精度の概念を把握

させ、寸法公差・はめあいの

基礎を理解させる。 

 

・形状の精度の概念を把握

させ、幾何公差・最大実体公

差方式の基礎を理解させ

る。 

 

 

 

寸法公差・幾何公差・表面性状を理解

し、機械の構成部品にどのような公差を

どのように指示するのかといった精度と

設計のかかわりについて学習する。 

 

 

 

・日ごろよく使う加工や測定での「精

度」・「誤差」という用語の意味につい

て議論し、従来のような「真値」を基準

とした考えかたには無理があることを

理解させる。 

・幾何公差の必要性を軸の曲がりや等

径ひずみ円を例に理解させる。 

12 27

28 

29 

6 ３．表面性状 

 

 

 

４．加工と精

度 

・表面性状の概念を把握さ

せ、粗さのパラメータとその

指示方法の基礎を理解させ

る。 

・寸法公差・幾何公差・表面

性状の相互関係を考察さ

せ、設計にあたって部品精

度をどのように指示すればよ

いかを理解させる。 

 ・加工表面の微細な凹凸を規制しなけ

ればならない理由を考えさせる。 

３
学
期 

1 30 

31

32 

6 第１５章 機

械・器具の設

計 

１．設計の進

めかた 

 

 

２．小形マシ

ンバイスの設

計 

・設計にあたっての留意事

項を、設計例をふまえて具

体的に把握させる。 

・機械の設計が 仕様→総

合→解析→評価→(最適化) 

→設計解の流れで進められ

ることを再度認識させる。 

・小形マシンバイスの設計を

通して、設計の実際を体験し

理解する。 

この設計では、精度の概念

を具現化しているので、その

設計手法を修得させる。 

機械や器具の設計の実際を、比較的構

造が単純で設計しやすい「小形マシン

バイス」、歯の強度計算や軸の剛性な

どの計算が必要な「減速歯車装置」、

機構やメカトロニクスの知識を駆使

する必要がある高度な機構の「ロボッ

ト設計」を通して学習する。 

・「仕様」→「総合」→「解析」→「評価

（最適化）」→「設計解」の設計の流れ

を理解させる。 

2 33 

34 

35 

6 ３．減速歯車

装置の設計 

 

 

 

 

４．ロボットの

設計 

・減速歯車装置の設計は、

表 1５-1 や見返し 1～２の図

に、設計作業内容や設計の

流れが具体的に示されてい

るので、それらを踏まえて設

計させる。 

・ロボットは、本体機構部と駆

動回路部で構成されている

ので、両部分の設計が必要

となる。 

ここでは、ロボットの設計を通

して、やや難易度の高い複

雑な設計手法の概要を理解

させる。 

  



シラバス(令和５年度) 

 

 

 

 

 

１ 科目「 原動機 」について 

学習の到達目標 

原動機の構造と機能に関する知識と技術を修得させ、原動機を有効に活用す

る能力と態度を育て、原動機の発達の要因やエネルギーの将来、省エネルギ

ー。流体機械の基礎となる諸原理や現象。熱機関の基礎となる諸原理や現象。

自動車の構造と性能。蒸気の性質と蒸気発生の原理。冷凍の基礎となる原理。

物理現象や化学現象など原動機に関わるさまざまな現象をおさえ応用力や創

造性を啓発し原動機に関する多くの知識の習得を目指します。 

 

使 用 教 科 書 工業345 原動機  (実教出版) 

 

２ 評価の観点及び評価規準 

 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

評
価
の
観
点 

原動機にかかわる基礎的

な知識や技術への関心

と、その習得に意欲があ

り、合理的な生産方法を

企画し、実際に活用しよ

うとしている。 

原動機にかかわるさまざまな

事象やそれにかかわる問題点

を把握して分析し、それに対

処するために、これまでに習

得した知識や技術などを活用

するとともに、そこで得た知

識や経験を基にした発表を行

うことができる。 

原動機にかかわ

る知識や技術を

いろいろな場面

で活用できる。 

原動機の基礎的な

知識や技術の理解

はもとより、社会の

いろいろな場面で

の問題解決を試み

ることができるよ

うにそれらを相互

に関連させて理解

している。 

評
価
基
準 

出席状況 

提出物 

平常の学習活動 

学習態度 

自己評価等 

 

授業での発表 

質疑に対する応答等 

ペーパーテスト 

実技試験 

平常の学習活動 

提出物等 

ペーパーテスト 

実技試験 

平常の学習活動 

提出物等 

３ 観点別学習状況の評価の数量化 

評 価 内     容 判定基準 得 点 

Ａ     十分に理解できると判断されるもの   ８０％以上 ３ 

Ｂ     おおむね満足できると判断されるもの   ５０％～７９％ ２ 

Ｃ     努力を要すると判断されるもの   ５０％未満 １ 

  ４ 各学期及び学年の評価方法 

     各学期及び学年はシラバスで記載する。また、５段階評価においては以下の通り。 

評 価 内 容 １００点法 ５段階評価 

 十分満足できると判断されるもののうちで、特に高い程度のもの ８０～１００ ５ 

 十分満足できると判断されるもの ６５～７９ ４ 

 おおむね満足できると判断されるもの ５０～６４ ３ 

 努力を要すると判断されるもの ３５～４９ ２ 

 努力を要すると判断されるもののうち、特に程度の低いもの ０～３４ １ 

科目名 原動機 教 科 名 工業(機械システム科)  校長 教頭 教頭 

学 年 ３年 単位数 ２単位 作成責任者 新崎 康邦  印 
    



５ 学習計画 

学
期 

月 週 

時
間 

単元名 指導目標 指導項目 指導上の工夫・留意点 

１
学
期 

4 

 

1 

 

2 

 

3 

６ 

 

第１章 エネルギーの利用

と変換 

１．エネルギー利用の歴史 

２．こんにちのエネルギーと   

  動力 

３．エネルギーの現状と将来 

・人類の進歩に伴うエネルギー

の利用と原動機の発展の過

程を系統的に把握させいろ

いろなエネルギーと原動機

の関係や特徴を理解させる。 

・エネルギー利用の歴史 

・こんにちのエネルギー

と動力 

・エネルギーの現状と将

来 

 

 

 

・省エネルギーや新しいエネ

ルギーについては、生徒の

調査研究を発表させ。 

・ポンプは被動機であり、水

車が原動機である。このポ

ンプのなかには水車とし

て運転されるものがある。 

・油圧機器や空気圧機器を

個々に取り上げて授業を

展開するのではなく、装 

 置として取り上げた後、

個々の機械に入ることが

適当である。 

 

・機械工作や機械設計で扱う

ボンベなどの圧力容器な

どにも注目させその容器

内のガスの状態の変化を

定性的・定量的に把握さ 

 せることが望ましい。 

 

・自動車と社会との望ましい

姿についての理解を深め

させたい。 

・往復動機関のサイクルとの

比較は、それぞれをより深

く理解させる。 

 

・水蒸気の状態変化と冷媒の

状態変化や蒸気動力プラ

ントの基本サイクルと冷

凍サイクルなどを理解を

深めさせたい。 

5 4 

5 

6 

7 

８ 

 

第２章 流体機械 

１．流体機械のあらまし 

２．流体機械の基礎 

 

・現在利用されている主なエネ

ルギーと、それらを動力に変

換する上でのさまざまな問

題点、その対応、原動機の発

達の方向などについて把握

させる。 

・流体機械のあらまし 

 

 

・流体機械の基礎 

 

6 8 

9 

10 

11 

８ ３．流体の計測 

４．ポンプ 

５．送風機・圧縮機と真空ポ 

  ンプ 

６．水車 

・いろいろな流体機械と、それ

らの利用例を把握させ、流体

の性質や流体の力学など流

体機械の基礎に係る事柄に

ついて、興味や関心を持たせ

る。 

・流体の計測 

・ポンプ 

・送風機・圧縮機と真空

ポンプ 

・水車 

7 12 

13 

14 

６ 

 

７．油圧装置と空気圧装置 

 

 

 

・用途に応じた適当な油圧機器

や装置などを選択して構成

して運転し、また維持管理が

できるように油圧機器や装

置などの構造、機能、特性、

構成、運転方法などを把握さ

せる。 

・油圧装置と空気圧装置 

 

 

 

 

２
学
期 

9 15 

16 

17 

18 

８ 第３章 内燃機関 

１．内燃機関のあらまし 

２．熱機関の基礎 

３．往復動機関の作動原理と   

  熱効率 

・内燃機関の種類と分類を概観

させ、その適切な利用法を把

握させる。 

・内燃機関のあらまし 

・熱機関の基礎 

・往復機関の作動原理と

熱効率 

10 19 

20 

21 

22 

８ ４．往復動機関の構造 

５．往復動機関の性能と運転 

６．ガスタービン 

第４章 自動車 

・作動中の往復動機関各部の相

互の作動と、それが性能に及

ぼす影響について理解でき

るように、各部の構造と機能

を把握させる。 

・往復機関の構造 

・ガスタービン 

・自動車の発達と社会 

・自動車の構造と性能 

11 23 

24 

25 

６ 第５章 蒸気動力プラント 

１．蒸気動力プラント 

２．水蒸気 ３ボイラー 

・蒸気動力プラントの基本的な

構成を把握させ、水蒸気やボ

イラ、タービン、蒸気動力プ

ラントどへの興味や関心を

持たせる。 

・蒸気プラントのあらま

し 

・水蒸気 

・ボイラー 

12 26 

27 

28 

６ ４．原子炉 

５．蒸気タービン 

６．蒸気動力プラントの性能 

・原子炉 

・蒸気タービン 

・蒸気動力プラントの性

能 

３
学
期 

1 29 

30 

31 

32 

８ 第６章 冷凍装置 

１．冷凍のあらまし 

 

・冷凍とその利用を概観させ

て、いろいろな冷凍機とその

冷凍サイクル、冷凍機の性

能、冷凍機の運転などについ

て、興味や関心を持たせる。 

・冷凍のあらまし 

 

2 33 

34 

35 

６ ２．蒸気圧縮冷凍機 

 

 

 

 

３．吸収冷凍機 

・蒸気圧縮冷凍機の原理、構成、

各機器の働きと、冷媒の状態

変化、冷凍サイクル、冷凍機

の性能と運転などについて

理解させる。 

・吸収冷凍機の原理と構成およ

び特徴を把握させる。 

・蒸気圧縮冷凍機 

 

 

 

 

・吸収冷凍機 



シラバス(令和５年度) 

 

 

１ 科目｢ 実習 ｣について 

学習の到達目標 

工業に関する技術を，機械や器具を使って作業を通して、総合的に技術を習得する。 

実習課題の製作を通して、機械技術者として望ましい態度や習慣，安全に対する意

識を育てる。１，２年で培った基礎的技術を土台にして、さらなる応用的技術の習得

を目指す。 

使用教科書 なし 

 

２ 評価の観点および評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

各種工作機械を用いて

の工作法や機械材料に興

味関心を持ち技術者とし

て必要な知識・技術を身

につける意欲がある。 

安全面に考慮しつつ，

各機械材料や各工作機械

の特徴を生かした加工法

を考えることができる。 

機械材料や各工作法の

特徴を踏まえ，課題作品

を期日内に寸法どおりに

製作することができる。 

各機械材料や各工作法

の特徴を理解し，各種工

作機械を安全に操作する

ことができる。 

平常の学習活動 

平常の学習活動 

平常の学習活動 

平常の学習活動 

課題作品 

平常の学習活動 

課題作品 

平常の学習活動 

 

３ 観点別学習状況の評価の数量化 

評価 内容 判定基準 得点 

A 十分に理解できると判断できるもの ８０％以上 ３ 

B おおむね満足できると判断できるもの ５０～７９％ ２ 

C 努力を要すると判断されるもの ５０％未満 １ 

 

４ 各学期および学年の評価方法  

各学期および学年はシラバスで記載する。また、５段階評価においては以下の通り。 

評価内容 １００点法 ５段階評価 

十分満足できると判断されるもののうちで、特に高い程度のもの ８０～１００ ５ 

十分に満足できると判断されるもの ６５～７９ ４ 

おおむね満足できると判断されるもの ５０～６４ ３ 

努力を要すると判断されるもの ３５～４９ ２ 

努力を要すると判断されるもののうち、特に程度の低いもの ０～３４ １ 

 

 

 

 

 

科目名 実習 教 科 名 工業(機械システム科)  校長 教頭 教頭 

学 年 ３年 単位数 ６単位 作成責任者 座喜味 秀師  印 

    

    



５ 学習計画 

(1)シーケンス制御実習(ＰＬＣによるシーケンス制御) 

 

(2)マシニングセンタ実習 

週 
時

間 
単元名 指導目標 指導項目 留意点 

１ ６ ・ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

・ﾏｼﾆﾝｸﾞｾﾝﾀ概論 

数値制御工作機械に関する興味、関心

を高める。 

・製品が完成するまでの流れ 

・プログラム用語 

・各制御軸（Ｘ、Ｙ、Ｚ） 

・ｱﾌﾞｿﾘｭ-ﾄ指令とｲﾝｸﾘﾒﾝﾀﾙ指令 

・手引書 

・実習ノ－ト 

２ ６ ﾏｼﾆﾝｸﾞｾﾝﾀ概論 数値制御工作機械に関する理解を深め

る。 

・機械原点と加工原点 

・切削条件の指令方法 

・よく使う命令(ｺｰﾄ )゙ 

・簡単なプログラム演習 

・手引書 

・実習ノ－ト 

３ ６ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ入力 手入力によるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを理解させる。 

 

・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、演習 

・加工の流れおよび留意点 

・手引書 

４ ６ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ入力 手入力によるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを理解させる。 

 

・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、演習 

・加工の流れおよび留意点 

・手引書 

５ ６ CADCAMの学習 ・CADCAMソフトを理解させる。 ・CACCAMソフトの手順書に沿っての流れ確認 

・3次元CADによるモデル作成 

・手引書 

６ ６ CADCAMの学習 ・CADCAMソフトを理解させる。 

・シミュレーションソフトを理解させる。 

・CACCAMソフトの手順書に沿っての流れ確認 

・CAMについて 

・シミュレーションソフト 

・手引書 

７ ６ マシニングセンタ

による加工 

・ﾏｼﾆﾝｸﾞｾﾝﾀの使用方法を理解させ

る。 

・三軸(X,Y,Z)の説明と操作 

・原点復帰、加工原点、第二原点の説明 

・ワ－クの取付け方、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの取込み方、運転上の留意点につい

て説明 

・課題の加工開始 

・手引書 

・安全教育の徹底 

８ ６ マシニングセンタに

よる加工 

・ﾏｼﾆﾝｸﾞｾﾝﾀの起動と運転方法、留意

点を理解させる。 

・課題の塗装および表面処理 

・課題の加工および修正 

・表面処理 

・手引書 

・安全教育の徹底 

･彫刻刀、墨汁、ニス 

週 
時

間 
学習内容 指導目標 指導項目 評価の観点 評価方法・指導 

1 

 

６ シーケンス制御 

(ＰＬＣによる 

 シーケンス制御) 

・制御の基礎知識を理解させる 1.制御の方法 

2.接点の違い 

3.ﾘﾚｰｽｲｯﾁの基本操作 

（関・思・知） ・行動観察 

・器具の取り扱い 

・プログラミング実

行結果 

・レポート 

 

２ 

３ 

６ 

６ 

・シーケンス作業検定盤の仕様を理

解させる 

 

 

 

1.ＡＤＷＩＮｼｰｹﾝｽﾄﾚｰﾅｰＯＮＥにつ

いて 

2.検定盤の構成理解 

3.検定盤の入出力配線 

4.ターミナルボードの使用 

（思・知） 

４ 

５ 

６ 

６ 

・ＰＬＣの仕様を理解させる 

 

 

１.ＰＬＣとは 

2.端末処理 

3.配線準備 

（関・思） 

６ ６ ・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞｿﾌﾄの操作方法 1.ＧＸＷｏｒｋｓ２の起動とﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの新

規作成 

2.ﾗﾍﾞﾙを設定する 

3.ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを作成する 

4.回路を変換する 

5.ﾊﾟｿｺﾝとＰＬＣを接続する 

6.ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをＰＬＣに書き込む 

7.ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをﾓﾆﾀする 

8.ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを保存する 

9.ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを終了する 

（思・技） 

７ ６ ・ＰＬＣを使った基本回路を 

 理解させる 

1.ｼｰｹﾝｽとﾗﾀﾞー 図について 

2.基本回路 

（思・知） 

 

８ ６ ・ｺﾝﾍﾞｱ駆動回路を理解させる 1.ｺﾝﾍﾞｱ基本回路 

2.ｺﾝﾍﾞｱ動作切替回路 

（思・知・技） 



(3)旋盤・フライス盤実習 

週 
時
間 

単元名 指導目標 指導項目    指導上の工夫・留意点 

１ ６ 旋盤作業 ・旋盤の取扱説明 

・端面削り 

・センタードリル作業 

１年、２年では単品の製作だが豆ジャッ

キ、トースカンの製作は各部品の加工組

み合わせによって、作品を完成させなけ

ればいけない。１つ１つの部品の寸法を

正確に加工する事を修得させたい。 

・本実習の目的を明確にする。 

・安全教育の徹底 

 

２ ６ 本体の加工 ・外丸削り 

・穴あけ加工 

・タップ作業 

・ダイス作業 

・テーパ削り 

・相対する部品との組み合わせ 

・加工手順 

・主軸の回転数 

・工作機械の使用方法 

・安全教育の徹底 

３ ６ スピンドルの加工 ・ドリル加工 

・ローレット 

・突っ切り加工 

・卓上ボール盤 

・ラジアルボール盤の使用方法 

・ローレット作業の回転数 

・突っ切りバイトの回転数と切り込み量 

・工作機械の使用方法 

・安全教育の徹底 

４ ６ 
・フライス盤作業 

 

・台 

・フライス盤の取扱説明、 安

全作業 

・横、立てフライス盤の取扱、

上下・左右・早送り 

・フライス盤の安全作業 

 他の工作機械との比較（加工法） 

・工作機械の使用方法 

・安全教育の徹底 

５ ６ ・針ホルダ 

・支柱の製作 

・横、立てフライス盤の取扱、

上下・左右・早送り 

・平面加工 

平フライス、正面フライス、 

エンドミル 

・工作機械の使用方法 

・安全教育の徹底 

６ ６ ・締め付けﾎﾞﾙﾄ製作 ・ラジアルボール盤の取扱、 ミ

ーリング、スリ割加工 

・ミーリング、スリ割加工寸法、 

  加工方法 

・工作機械の使用方法 

・安全教育の徹底 
７ ６ ・針支持持金具の製作 

８ ６ ・組立て 

 

(4)溶接実習 

※ １クラスを４班に分け、上記４つの実習項目を同時並行して実施。 

※ 第１週目は全ローテーション共通のオリエンテーションを実施し、第３４週目、第３５週目は全ローテーション 

  共通で補習指導や工場整備を実施。 

週 時
間 単元名 指導目標 指導項目 指導上の工夫・留意点 

１ ６ 

ベ
ン
チ
製
作 

・安全作業について理解す

る。 

 

・アーク溶接装置の使用方法と安

全確認 

 

・安全防具の作業前と後の確認。 

 

 

２ 

３ 

４ 

６ 

６ 

６ 

・突合せ継手、重ね継手、

Ｔ継手ができるようにす

る。 

 

・黒平鉄を使用しての基本的な溶

接継手の練習・亜鉛鉄を使用し

ての基本的な溶接継手の練習 

 

・使用した工具や機械の整理整頓、

工場内の清掃 

 

 

５ 

６ 

７ 

６ 

６ 

６ 

・設計図を見て自分で必要

な材料の寸法を分かる

ようにする。 

 

・ベンチ製作 ・溶接の基本を練習しながら自分

に合った溶接棒選びと電流の大き

さを探す。 

 

８ ６ ・ステンレス、アルミの基

本的な溶接が出来る。 

・ステンレス、アルミの基本的な

溶接  

・ベンチを製作する際に歪みのな

いように直角定規やプライヤーな

どを使って固定しながら溶接して

いく。 



シラバス(令和５年度) 

 

 

 

 

 

１ 科目「生産システム技術」について 

学習の到達目標 
１．生産システムに関する知識と技術を習得させる。 

２．習得した知識と技術を実際に活用できるようにする。 

使 用 教 科 書 工業313 生産システム技術 (実教出版) 

 

２ 評価の観点及び評価規準 

 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

評
価
の
観
点 

生産システム技術に興

味・関心をもち、生産

工業と社会とのかかわ

りについて意欲的に取

り組み、実践的で真剣

な態度を身に付けてい

る。 

生産システム技術に関

する諸問題の適切な課

題解決をめざし、基礎

的な知識と技術を活用

して判断し、その結果

を的確に表現する能力

を身に付けている。 

生産システム技術の各

分野に関する基礎的な

技術を身に付け、生産

者（技術者）としての

責任ある取り組み、安

全作業や事故防止の手

法を実験・実習で体得

し、実際の課題を適切

に処理する技能を身に

付けている。 

生産システム技術に

関する基礎的・基本的

な知識と技術を身に

付け、コンピュータに

よる生産の合理化や

統括生産の意義や役

割を理解している。 

評
価
基
準 

出席状況 

提出物 

平常の学習活動 

学習態度 

自己評価等 

 

授業での発表 

質疑に対する応答等 

ペーパーテスト 

実技試験 

平常の学習活動 

提出物等 

ペーパーテスト 

実技試験 

平常の学習活動 

提出物等 

 

３ 観点別学習状況の評価の数量化 

評 価 内     容 判定基準 得 点 

Ａ     十分に理解できると判断されるもの   ８０％以上 ３ 

Ｂ     おおむね満足できると判断されるもの   ５０％～７９％ ２ 

Ｃ     努力を要すると判断されるもの   ５０％未満 １ 

     

４ 各学期及び学年の評価方法 

     各学期及び学年はシラバスで記載する。また、５段階評価においては以下の通り。 

評 価 内 容 １００点法 ５段階評価 

 十分満足できると判断されるもののうちで、特に高い程度のもの ８０～１００ ５ 

 十分満足できると判断されるもの ６５～７９ ４ 

 おおむね満足できると判断されるもの ５０～６４ ３ 

 努力を要すると判断されるもの ３５～４９ ２ 

 努力を要すると判断されるもののうち、特に程度の低いもの ０～３４ １ 

 

 

 

科目名 
生産システム技術 

(選択Ａ) 
教 科 名 工業(機械システム科) 

 
校長 教頭 教頭 

学 年 ３年 単位数 ２単位 作成責任者 仲松 博  印 
    



 ５ 学習計画 

学
期 

学習内容 月 学習のねらい・目標 備 考 考
査 

第
１
学
期 

「生産システム技術」を 

       学ぶにあたって 

第１章 直流回路 

 １．電気回路 

 ２．オームの法則 

 

 

 

 

 ３．抵抗の性質 

 ４．電流の熱作用と電力 

 ５．電流の化学作用と電池 

 

第２章 磁気と静電気 

 １．電流と磁気 

 ２．磁気作用の応用 

 

 ３．静電気 

4 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

6 

 

 

 

7 

・工業技術の発達と工業と社会のかかわりで生産システム技術の歴史を理

解させる。 

・国際化への対応とものづくりの技術倫理で企業の社会的責任と技術者と

しての心得を理解させる。 

・地球環境問題と生産で循環型生産システムを考えさせる。 

・直流と交流の違いと理解させ、起電力・電位差・電圧を正しく取り扱え

るようにする。 

・電圧降下、電池の中の抵抗、オームの法則を用いた回路計算、キルヒホ

ッフの法則を用いた回路計算等について理解させる。 

・抵抗率とは何か、温度による抵抗の変化について理解させる。 

・ジュール熱とは何か、電力および電力量、許容電流について理解させる。 

・化学反応およびイオンのふるまいについて理解させ、鉛蓄電池・太陽電

池に重点をおいて解説する。 

・磁気について正しく理解させ、クーロンの法則を用いて計算できるよう

にする。 

・電流による磁界の発生、磁界中の電流に働く力の大きさと向きについて

理解させ、直流電動機および直流発電機の原理を理解させる。 

・静電気と静電力について理解させ、クーロンの法則を用いて計算ができ

るようにする。 

・コンデンサの構造および機能について理解させる。 

・直列接続・並列接続において、電荷・電圧・静電容量にかかわる計算が

できるようにする。 

・「総合的な学習の時間」の具体的な学習活動「情報・環

境」との関連に留意する。 

・教科「物理」との関連に留意する。 

・試してみよう、「発光ダイオード（LED）を点灯してみよ

う」を参考にし、オームの法則によって LED 点灯回路の電

流制限用抵抗を計算するような指導展開に留意する。 

 

 

 

 

 

 

 

・試してみよう「電流による磁界の発生を確認してみよう」

を参考にして、教示実験を行う。 

・試してみよう「直流電動機は直流発電機になることを確

認してみよう」を参考にして教示実験を行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
間
考
査 

 
 
 
 
 
 
 

期
末
考
査 

第
２
学
期 

第３章 交流回路 

 １．交流の基本的取り扱い 

 ２．交流回路 

 ３．交流電力 

 ４．三相交流 

 ５．回転磁界と三相誘導電動機 

 

 

 

 

第４章 電子回路 

 １．半導体 

 ２．ダイオード 

 ３．トランジスタ 

 

 

 

 

 

 

 ４．電源回路 

 ５．集積回路 

第５章 計測技術と制御技術 

 １．計測の基礎と制御機器 

 

 ２．制御の基礎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３．コンピュータ制御 

9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

・周期・周波数・位相・実効値・平均値について理解させ、R、L、C の単独

回路における電圧・電流・インピーダンスに関する計算ができるようにす

る。 

・RLC 直列回路のインピーダンス・電流・電圧および位相差の関係を理解さ

せ、計算できるようにする。 

・共振回路について理解させる。 

・交流回路における電力としての皮相・有効・無効電力を、それぞれの単

位とともに理解させ、計算できるようにする。 

・三相交流の結線方法を理解させ、三相交流の電圧・電流の計算ができる

ようにする。また、三相誘導電動機の原理を理解させる。 

・半導体の抵抗率による区分、キャリヤの考え方について理解させる。 

・順電圧・逆電圧によるキャリヤの動き方とダイオードの原理を理解させ

る。 

・トランジスタの原理を理解させ、電流増幅率が計算できるようにする。 

・固定バイアス増幅回路、電流帰還増幅回路の働きについて理解させる。 

・トランジスタの種類、各種半導体素子などについて理解させる。 

・変圧回路・整流回路・平滑回路・電圧安定化回路の働きを理解させる。 

・IC の種類、オペアンプの基本動作を理解させ、反転増幅回路の電圧増幅

度が計算できるようにする。 

・基本的な論理回路を基に、NAND 回路を用いて他の回路を作成することを

理解させる。 

・ＮＡＮＤ回路を利用した USB メモリについて理解させる。 

・各種計測器の原理と取り扱い、オシロスコープの原理、生産システムに

おける自動計測の目的と方法について理解させる。 

・生産システムに使われている自動制御の分類およびそれぞれの機能につ

いて理解させる。 

・センサの種類、原理、応用例について理解させる。 

・アクチュエータの種類・原理・特徴・用途について理解させる。 

・シーケンス制御とは何か、電磁リレー、タイマ、シーケンス図の種類、

シーケンス図に用いられる機器の図記号について理解させる。 

・シーケンス制御に用いられる OR 回路・AND 回路・自己保持回路・プログ

ラマブルコントローラとプログラミングについて理解させる。 

・フィードバック制御とは何か、フィードバック制御における制御量の種

類による分類について理解させる。 

・コンピュータの基本構成と５装置の機能、電気信号の種類について理解

させる。 

・インタフェースとは何か、その概念、信号の変換、タイミングなどにつ

いて理解させる。 

・コンピュータ制御とは何か、インタフェースとセンサ・アクチュエータ

などの接続法について理解させる。 

・生産システムにおけるネットワークである LAN・WAN について理解させる。 

・データ伝送の RS-232C 規格、IEEE488 規格の概要について理解させる。 

・マイクロコンピュータによる制御について理解させる。 

・マイコンによる組込みシステムについて理解させる。 

・試してみよう「RLC 直列回路の電圧をはかってみよう」

を参考にして、教示実験を行うとともに、できれば生徒に

発振器出力の周波数を変化させ、VR、VC、VL を読み取ら

せる。 

・試してみよう「ダイオードの特性を調べてみよう」を参

考にして教示実験を行い、ダイオードの電圧対電流特性を

描かせる。 

・試してみよう「トランジスタの小信号電流増幅率 hfe

を求めてみよう」を参考に教示実験を行う。 

・試してみよう「三端子レギュレータの入出力特性を調べ

よう」を参考にして教示実験を行う。 

・試してみよう「NOT 回路の入力電圧と出力電圧の関係を

調べてみよう」を参考にして教示実験を行う。 

・科目「情報技術基礎」との関連に留意する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・オシロスコープの指導に当たっては、波形を実際に描か

せながら説明する。 

・シーケンス制御では、ヒンジ形電磁リレー回路を実際に

組み、教示実験によって説明する。 

・目標値、操作量、制御量、検出量の概念に力点を置いて

説明する。 

 

 

 

 

 

 

・コンピュータを用いてフィードバック制御あるいはシー

ケンス制御を行うことがコンピュータ制御であることを

説明する。 

・本章の指導に当たっては、マイクロプロセッサ、インタ

フェース、電磁リレー、マイクロスイッチなど、実物を提

示して説明する。 

・インターネットやイントラネットなどにも触れて説明す

る。 

・接近警報装置を参考にして組込みシステムの制作し教示

実験を行い、物体の接近で警報が鳴るか確認する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
間
考
査 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

期
末
考
査 

第
３
学
期 

第６章 生産設備 

 １．電気設備 

 

 

 

 

 ２．機械設備 

 

 

 

第７章 生産管理 

 １．生産のあらまし 

 ２．生産管理 

1 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

・発電の方式・種類・送電方式・変圧器の原理を理解させ、配電方式の特

徴、受電設備の役割を理解させる。 

・電動機の種類と選択方法、電熱設備の原理と種類、照明装置、屋内配線

用図記号と単線図・複線図、電気通信の種類などについて理解させる。 

・法律や資格によって安全を確保していること、事故の種類と安全策、特

殊な場所で使用する機器の安全策について理解させる。 

・NC 工作機械、産業用ロボットなどの機械設備、自動化に関する用語につ

いて理解させる。 

・工業材料に関する基礎的な知識、材料に応じた加工法などについて理解

させる。 

・生産のしくみと生産管理の手法、生産の形態について理解させる。 

・各種の生産管理の役割と相互関係、製品の売行きと原価や製品計画の関

係、市場環境と生産形態の関係、環境に配慮した生産の重要性などについ

て理解させる。 

・生産の合理化と生産システム技術、コンピュータの役割について理解さ

せる。また、生産の合理化システム技術と国際化への対応について理解さ

せる。 

・電気設備の指導に当たっては、漏電事故、短絡事故、感

電事故、静電気事故の防止に力点を置いた指導に留意す

る。 

 

 

 

・マシニングセンタ、NC 旋盤、ターニングセンタなどの

NC 工作機械の実物を前に説明する。 

 

 

・本章の内容のうち、生産の形態、生産時点情報管理、ト

ヨタ生産方式などについては、生徒に具体的イメージを与

える上で、VTR などを用意し、視覚に訴えた指導が肝要で

ある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学
年
末
考
査 

 



 シラバス(令和５年度) 

 

 

 

 

 

 

１ 科目｢ 情報技術基礎 (選択 B) ｣について 

学習の到達目標 

 社会における情報化の進展と情報の意義や役割を理解するとともに、情報技

術に関する基礎的な知識と技術を習得し、情報及び情報手段と活用する能力を

身につける。 

使用教科書 パソコン利用技術検定 演習問題集 2 級 (全国工業高等学校長協会) 

 

２ 評価の観点および評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

情報に関する基礎的

技術についての関心を

持ち、意欲的に実践的な

態度を身につけている。 

 

いろいろな諸問題を

広い視野で考え、基本的

な技術を活用していけ

る。また、技術を活用し

適切に判断し、創意工夫

する能力を身に付けて

いる。 

Microsoft Excel を使

い表計算やグラフを作

成する技能を身につけ

ている。 

情報の各分野に関す

る基本的な知識を身に

つけ社会における情報

の意義や役割を理解し

ている。 

出席状況 

提出物 

学習態度 

小テスト 

発問・発表 

学習態度 

小テスト 

発問・発表 

学習態度 

定期テスト 

発問・発表 

 

３ 観点別学習状況の評価の数量化 

評価 内容 判定基準 得点 

A 十分に理解できると判断できるもの ８０％以上 ３ 

B おおむね満足できると判断できるもの ５０～７９％ ２ 

C 努力を要すると判断されるもの ５０％未満 １ 

 

４ 各学期および学年の評価方法  

各学期および学年はシラバスで記載する。また、５段階評価においては以下の通り。 

評価内容 １００点法 ５段階評価 

十分満足できると判断されるもののうちで、特に高い程度のもの ８０～１００ ５ 

十分に満足できると判断されるもの ６５～７９ ４ 

おおむね満足できると判断されるもの ５０～６４ ３ 

努力を要すると判断されるもの ３５～４９ ２ 

努力を要すると判断されるもののうち、特に程度の低いもの ０～３４ １ 

 

 

 

 

科目名 
情報技術基礎 

(選択 B) 
教 科 名 工業(機械システム科) 

 
校長 教頭 教頭 

学 年 ３年 単位数 ２単位 作成責任者 座喜味 秀師  印 
    



５ 学習計画 

 

学期 月 週数 時間 単元名 指導目標 指導項目 指導上の工夫・留意点 

１
学
期 

4 1 

2 

3 

4 

8 表計算ソフトウェ

ア 

表計算ソフトの基本

機能を学ぶ 

表計算ソフトの種類 

表計算ソフトの起動と終了 

 

5 5 

6 

7 

8 

8 ワークシートの編集

操作ができるように

する 

ワークシートの構造とセル 

ツールバー 

ワークシートの保存と印刷 

セルの編集・行と列の編集 

罫線・ソート・シートの保護 

オートフィルを利用させ入力作業をス

ムーズにする 

6 9 

10 

11 

12 

8 式と関数について理

解し操作できるよう

にする 

算術演算式・比較演算式の利用 

関数の種類 

相対参照と絶対参照「＄」の違いについ

て理解し応用できるようにする 

7 13 

14 

15 

16 

8 グラフの作成ができ

るようになり 

状況に応じたグラフ

が作成できるように

なる 

グラフの種類 

グラフの作成 

グラフ作成ウィザードの入力方法を学

び指示通りのグラフが作成できるよう

にする 

グラフの種類と用途を学び使い分ける

ことがで きるようにする 

２
学
期 

9 17 

18 

19 

20 

8 ＯＳ     

(Operating 

System) 

 

 

ファイルの種類 キーボード操作による編集 

ファイルの種類と拡張子 

検索・コンピュータの各種設定・ソフト

ウェアのセットアップ・ハードウェアの

セットアップ 

バージョンによる互換性について注意

し、最新バージョンの拡張子docxについ

ても理解させる 

パソコンのハード

ウェア･ソフトウ

ェア 

パソコンのハードウ

ェア 

 

 

ＣＰＵの種類・メモリの種類・バスにつ

いて・ディスプレイの解像度・周辺装置

の接続コネクタ・拡張性・導入形態・パ

ソコン購入時の考慮点 

実際のマザーボードを見せ、バスの種類

を確認する 

パソコンのソフトウ

ェア 

ソフトウェア選定時の考慮点・テキスト

データの種類 

 

10 21 

22 

23 

24 

8 パソコンの周辺機

器 

インターフェースの

種類 

シリアルインターフェースとパラレル

インターフェース・インターフェースの

種類と特徴 

 

接続ケーブルの種類 各種接続ケーブル できる限り実物を用意し確認する 

マルチメディア データのデジタル化 

 

文字コード・色数・音声のサンプリング

・ビットとバイト・圧縮と伸張・画像サ

イズと解像度・グラフィックソフトウェ

ア・マルチメディアコンテンツとソフト

ウェア 

 

11 25 

26 

27 

28 

8 ネットワーク ネットワーク 

 

ログオン・ログイン・共有とアクセス権

の設定・LAN 

 

 

インターネット 

 

インターネット技術・インターネットと

セキュリティ・パソコン通信・グループ

ウェア 

 

セキュリティ  ネットワーク利用犯罪・セキュリティ方

針・セキュリティの対策・ 

 

12 29 

30 

31 

6 演習 情報技術検定の問題

集・過去の検定問題を

演習しながら、情報技

術に関する考え方を

学ぶ。 

検定実技問題を時間内に完成できるよ

うになる 

過去問を解きながら苦手分野を克服す

る 

検定対策 

３
学
期 

1 

 

2 

 

 

32 
33 
34 

35 

8 Microsoft 

PowerPoint 、

Microsoft Access 

の利用 

セキュリティ 

Microsoft PowerPoint 

 

発表やプレゼンテーションで活用でき

る程度の操作方法や機能を学ぶ 

 

Microsoft Access 

 

データベースソフトの性質や、用語、操

作方法の基礎を学ぶ 

 


